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見
や
す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

フ
ォ
ン
ト
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

　私たち増田高校陸上競技部は、現在1年生
９名、２年生４名の計13名で活動していま
す。部員数は少ないながらも、日々自己ベス
ト更新に向けて、チーム一丸でがんばってい
ます。顧問をはじめ、たくさんのコーチから
の指導のもと、練習に取り組めているので、
とても良い環境で練習できていることを実感
しています。
　現在はシーズン最後となる新人戦に向けて
切磋琢磨しながら練習に取り組んでいます。
これまでの成果を精一杯発揮できるようにが
んばってきます。
　また、陸上部の勝負所となる冬季期間も近

横手かまくらFMで市議会情報を知ろう!横手かまくらFMで市議会情報を知ろう!

棒高跳びの競技の様子

　横手市議会では、市議会の活動や取組を議員自らの声で紹介するＦＭ番組「もっと教えて！横手
市議会」を放送しています。
　また、各定例会開催時には、市長の所信説明や議員の一般質問の様子を放送するとともに、定
例会最終日や臨時会当日の夕方には、会議の結果もお知らせしています。ぜひお聴きください。

　今回の議会だ
よりは、このメン

バーの広報分科会でお届けする
最後の議会だよりとなります。
これまで読者の皆様や議会だよ
りモニターの方々に支えられ、
分かりやすく読みやすい紙面作
りに努めてきました。新体制で
もより親しみやすい広報誌を目
指していきますので、引き続き
よろしくお願いいたします。

（宮川　拓也）

次号（第86号）の発行は令和 7 年 12 月 1 日の予定です。次号発行日のお知らせ　

増田高等学校
陸上部

づいてきました。まだまだ私たちには足りな
いものが多いので、この冬に一人一人が体力、
筋力の向上に励み、妥協することなく、来
シーズンを迎え、さらなる自己ベスト更新に
むけてがんばりたいと思います。

増田高等学校陸上部 ２年 小野寺　琉晟

市議会ホームページで
過去の放送内容を
お聴きいただけます。

毎月第2・4月曜日　午前10時40分～
再放送：翌火曜日　午前 7時30分～

11/10　当選議員インタビュー（後編）
11/24　正副議長インタビュー

今後の放送予定

好評
放送中

広報広聴委員会  広報分科会編 集 後 記
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市議会の情報を
分かりやすく
お伝えします

番組パーソナリティ 佐藤 実園さん

タイムリーに情報発信中
ページへの

お待ちしています。

横手市議会だより

増田高等学校３年　髙橋　小雪さん
こ  ゆきたかはし

｢秋田県立増田高等学校創立１００周年｣

　伝統ある増田高校は、今年で創立100周
年を迎えます。これまでの歴史を紡いできた
先輩方や先生方、地域の皆さまに感謝し、そ
して生徒一人ひとりが新たな未来へ羽ばた
いていくことを願いながら、このポスターを
描きました。

作品のこだわりポイント！主な内容
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特集

分かりにくい議会
用語が他にもござ
いましたら、議会
事務局までお知ら
せ願います。



　
百
条
委
員
会
で
は
、
市
担
当
職
員
や

工
事
監
理
者
、
水
槽
Ｊ
Ｖ
、
建
築
Ｊ
Ｖ

な
ど
の
関
係
者
延
べ
31
名
に
対
し
て
証

人
尋
問
や
現
地
確
認
を
行
い
、
大
森
浄

化
セ
ン
タ
ー
土
木
（
水
槽
）
工
事
の
施

工
不
良
に
係
る
原
因
、
補
修
方
法
や
経

費
、
工
事
検
査
の
在
り
方
な
ど
に
つ
い

て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

・
建
物
の
基
礎
に
あ
た
る
水
槽
工
事
と

建
築
工
事
は
同
じ
事
業
者
に
一
括
発

注
す
る
べ
き
だ
っ
た
。
ま
た
、
分
離
発

注
を
す
る
に
し
て
も
建
築
技
術
者
を

配
置
す
る
べ
き
だ
っ
た
。

・
水
槽
工
事
の
瑕
疵
と
そ
の
補
修
に
よ

る
建
築
工
事
の
遅
れ
、
調
査
途
中
に

発
生
し
た
漏
水
に
係
る
補
修
工
事
に

　
大
森
浄
化
セ
ン
タ
ー
と
は
、
大
森
地

域
の
３
カ
所
の
農
業
集
落
排
水
施
設
を

統
廃
合
し
、
新
た
に
大
森
町
湯
の
島
に

建
設
し
た
下
水
処
理
施
設
の
こ
と
で
す
。

　
工
事
は
施
設
の
基
礎
部
分
と
も
い
え

る
土
木
（
水
槽
）
工
事
と
建
物
の
建
築

工
事
に
分
け
て
発
注
さ
れ
ま
し
た
。
令

和
３
年
３
月
に
着
工
し
、
令
和
４
年
３

月
に
土
木
工
事
が
完
成
し
ま
し
た
が
、

建
築
工
事
の
準
備
時
点
で
水
槽
部
分
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
ク
ラ
ッ
ク
や
ジ
ャ
ン

カ
な
ど
複
数
の
不
具
合
が
確
認
さ
れ
、

建
築
工
事
と
並
行
で
補
修
工
事
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
当
初
、
令
和
５
年
度
中
に
供
用
開
始

の
予
定
で
し
た
が
、
物
価
高
騰
の
影
響

で
予
算
が
不
足
、
発
注
の
遅
れ
に
伴
う

工
期
の
遅
れ
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

補
修
完
了
後
に
も
水
槽
か
ら
の
漏
水
が

確
認
さ
れ
た
た
め
、
再
度
補
修
工
事
が

実
施
さ
れ
、
建
築
工
事
が
完
成
し
た
の

は
令
和
５
年
６
月
で
し
た
。

●
令
和
３
年
３
月…

水
槽
工
事
開
始

●
令
和
４
年
３
月…

水
槽
工
事
完
成

●
令
和
４
年
４
〜
７
月…

水
槽
部
分
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
ク
ラ
ッ
ク
な
ど
が

複
数
確
認
さ
れ
る

●
令
和
４
年
８
月…

市
が
水
槽
Ｊ
Ｖ
に

水
槽
の
補
修
を
指
示
（
10
月
完
了
）

●
令
和
４
年
11
月…

ば
っ
気
槽
２
の
水

槽
水
張
試
験
の
際
に
漏
水
を
確
認
、
全

槽
水
張
試
験
の
実
施
が
決
定
さ
れ
る

●
令
和
４
年
12
月…

市
が
建
築
Ｊ
Ｖ
へ

念
書
を
渡
す
・
打
ち
継
ぎ
目
及
び
ク

ラ
ッ
ク
補
修
完
了

●
令
和
５
年
１
・
２
月…

水
槽
内
に
漏

水
を
確
認
（
水
槽
の
補
修
開
始
）

●
令
和
５
年
４
月…

水
槽
内
補
修
の
完
了

●
令
和
５
年
６
月…

水
槽
補
修
完
了
・
建

築
工
事
完
成

●
令
和
５
年
９
月…

９
月
定
例
会 

予
算

決
算
委
員
会
産
業
建
設
分
科
会
に
お

い
て
、
委
員
が
水
槽
の
工
事
瑕
疵
を

指
摘

・
大
森
浄
化
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
に
関

す
る
調
査
特
別
委
員
会
設
置
（
令
和

６
年
３
月
12
日
ま
で
９
回
開
催
）

●
令
和
６
年
２
月…

汚
泥
貯
水
槽
に
漏

水
を
確
認

●
令
和
６
年
３
月…

調
査
特
別
委
員
会

か
ら
調
査
報
告
書
を
議
長
に
提
出

・
特
別
委
員
会
に
百
条
調
査
権
限
を
委

任
、
議
会
か
ら
市
監
査
委
員
に
対
し
て

当
該
工
事
に
係
る
監
査
請
求
を
提
出

・
市
が
水
槽
Ｊ
Ｖ
に
対
し
て
損
害
賠
償

請
求

・
漏
水
補
修
工
事
（
水
張
・
止
水
）
開
始

●
令
和
６
年
４
月…

百
条
委
員
会
の
調

査
開
始
（
令
和
７
年
８
月
12
日
ま
で

28
回
開
催
）

●
令
和
６
年
５
月…

市
監
査
委
員
か
ら

議
会
に
対
し
て
監
査
報
告
書
を
提
出

●
令
和
６
年
９
月…
漏
水
補
修
工
事

（
水
張
・
止
水
）
完
了

●
令
和
６
年
12
月…

議
会
か
ら
市
に
対

し
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
造
物
の
健
全
性

が
確
認
で
き
る
調
査
の
実
施
を
要
請

●
令
和
７
年
３
月…

市
が
コ
ン
ク
リ
ー

ト
構
造
物
調
査
報
告
書
提
出
（
大
き

め
の
空
洞
を
２
カ
所
確
認
）

●
令
和
７
年
４
月…

コ
ン
ク
リ
ー
ト
空

洞
補
修
開
始
（
５
月
補
修
完
了
）

●
令
和
７
年
５
月…

水
槽
水
張
後
、
西

側
外
壁
に
漏
水
を
確
認

●
令
和
７
年
６
月…

外
壁
の
漏
水
補
修

工
事
開
始
（
同
月
６
日
補
修
完
了
）

●
令
和
７
年
８
月…

大
森
浄
化
セ
ン

タ
ー
整
備
事
業
に
係
る
調
査
報
告
書

を
議
長
に
提
出

♦
大
森
浄
化
セ
ン
タ
ー
と
は

♦
こ
れ
ま
で
の
主
な
経
緯
と
調
査

　 特
別
委
員
会
の
調
査
に
つ
い
て

　詳
し
い
時
系
列
の
流
れ
は
、４
ペー
ジ

の
別
表
１
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

大森浄化センターの外観

※1　クラック…建物の外壁、内壁、基礎にできるひび割れや亀裂のこと。
※２　ジャンカ…型枠に流したコンクリートが行きわたらず、砂利などの骨材が表面に現れた欠陥部分のこと。

※３　ＪＶ…共同企業体制度（joint venture）、複数の異なる企業が共同で事業を行う組織のこと。
※４　百条調査権限…地方自治法第100条に基づいて地方議会に与えられた地方公共団体の事務に関する調査権限のこと。
　　　　　　　　　  これにより関係人の出頭や証言、記録の提出を請求することが可能となる。

伴
い
工
期
が
遅
れ
、
供
用
開
始
も
遅

れ
た
。

・
水
槽
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
が
工
事

監
理
者
及
び
市
の
工
事
監
督
員
の
立

会
い
も
な
く
行
わ
れ
た
。

・
完
成
後
に
目
視
に
よ
り
確
認
で
き
な

い
部
分
の
記
録
が
全
て
揃
っ
て
い
な

い
。
特
に
水
槽
部
分
と
建
物
部
分
取

り
合
い
（
接
合
部
）
の
水
槽
部
分
の
鉄

筋
工
事
に
つ
い
て
、
差
し
筋
の
ア
ン

カ
ー
の
役
目
の
定
着
長
の
施
工
写
真

が
残
さ
れ
て
い
な
い
。

・
工
事
特
別
仕
様
書
に
記
載
さ
れ
て
い

る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
時
の
段
階
確

認
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
契
約

不
履
行
に
あ
た
る
。

・
工
事
打
合
せ
簿
で
の
協
議
も
な
く
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
型
枠
が
変
更
さ
れ
て

お
り
、
市
の
工
事
請
負
契
約
に
お
け

る
設
計
変
更
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
抵
触

す
る
。

・
水
槽
か
ら
の
漏
水
が
確
認
さ
れ
る
た

び
に
建
築
Ｊ
Ｖ
か
ら
、「
健
全
と
は
言

い
切
れ
な
い
水
槽
の
上
に
建
築
工
事

を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
」、「
工
事
を

進
め
る
う
え
で
水
槽
Ｊ
Ｖ
の
責
任
を

明
確
に
し
て
も
ら
わ
な
い
と
建
物
の

着
工
は
で
き
な
い
。
ま
た
そ
れ
が
原
因

で
補
修
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
を
避
け
る
た
め
に
確
約
書
が
ほ
し

い
」
と
の
申
し
出
を
受
け
て
い
た
。

・
建
築
Ｊ
Ｖ
の
申
し
出
を
受
け
て
、
市

は
「
水
槽
工
事
施
工
の
構
造
的
な
不

具
合
や
仕
上
げ
の
不
具
合
を
原
因
と

す
る
も
の
に
つ
い
て
、
履
行
の
追
完
の

請
求
及
び
損
害
賠
償
の
請
求
を
行
わ

な
い
こ
と
を
約
束
す
る
」
こ
と
が
記

載
さ
れ
た
念
書
を
建
築
Ｊ
Ｖ
に
提
出

し
た
。

・
工
事
の
段
階
確
認
に
疑
義
が
残
る
な

ど
、
不
適
切
な
点
も
確
認
さ
れ
た
。
市

の
工
事
監
督
員
と
し
て
の
責
務
が
果

た
さ
れ
て
い
た
と
は
言
い
難
い
。

・
工
事
監
督
員
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
は

同
様
の
事
案
を
生
み
出
さ
な
い
た
め

に
も
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

・
こ
れ
ほ
ど
の
工
事
瑕
疵
に
つ
い
て
、
補

修
を
優
先
さ
せ
る
あ
ま
り
案
件
を
部

局
で
抱
え
込
み
、
市
長
及
び
副
市
長

へ
の
報
告
が
数
カ
月
後
に
な
っ
て
い

る
こ
と
は
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
意
識

が
低
下
し
、
組
織
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
が

弱
体
化
し
て
い
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら

な
い
。

・
市
長
名
で
の
念
書
が
建
築
Ｊ
Ｖ
に
提

出
さ
れ
て
い
る
以
上
、
組
織
の
最
高

責
任
者
で
あ
る
市
長
の
責
任
も
当
然

免
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

・
今
一
度
、
組
織
と
し
て
の
情
報
共
有
な

ら
び
に
議
会
へ
の
情
報
提
供
の
在
り

方
を
確
認
し
、
職
員
一
人
ひ
と
り
に
周

知
徹
底
さ
れ
る
と
と
も
に
、
今
後
二

度
と
市
民
や
議
会
に
疑
惑
や
不
信
の

念
を
抱
か
せ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

組
織
の
あ
る
べ
き
姿
を
再
認
識
、
再

構
築
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
も

の
で
あ
る
。

♦
百
条
委
員
会
に
お
け
る
調
査
内
容
は

♦
調
査
報
告
書
に
お
け
る
主
な

　 指
摘
事
項

百条委員会

水
槽
工
事
と
建
築
工
事
の
発
注
形
態

に
つ
い
て

水
槽
工
事
に
お
け
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト

打
設
に
つ
い
て

水
槽
工
事
に
お
け
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト

打
設
に
つ
い
て

市
か
ら
建
築
Ｊ
Ｖ
に
提
出
さ
れ
た

念
書
に
つ
い
て

市
か
ら
建
築
Ｊ
Ｖ
に
提
出
さ
れ
た

念
書
に
つ
い
て

工
事
に
係
る
事
務
執
行
に
つ
い
て

市
当
局
の
管
理・監
督
体
制
に
つ
い
て

委員長　　菅原　正志
副委員長　佐藤　誠洋
委員　　　鈴木　勝雄
委員　　　木村　清貴
委員　　　塩田　　勉
委員　　　井上　忠征
委員　　　福田　　誠
委員　　　加藤　勝義
委員　　　髙橋　和樹

大森浄化センター
整備事業に関する
調 査 特 別 委 員 会

委員による現地確認

監査報告の　
概要は議会　
だより第80号
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大
森
浄
化
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会(

百
条
調
査
特
別
委
員
会
）

に
よ
る
調
査
報
告
が
行
わ
れ
る



　
百
条
委
員
会
で
は
、
市
担
当
職
員
や

工
事
監
理
者
、
水
槽
Ｊ
Ｖ
、
建
築
Ｊ
Ｖ

な
ど
の
関
係
者
延
べ
31
名
に
対
し
て
証

人
尋
問
や
現
地
確
認
を
行
い
、
大
森
浄

化
セ
ン
タ
ー
土
木
（
水
槽
）
工
事
の
施

工
不
良
に
係
る
原
因
、
補
修
方
法
や
経

費
、
工
事
検
査
の
在
り
方
な
ど
に
つ
い

て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

・
建
物
の
基
礎
に
あ
た
る
水
槽
工
事
と

建
築
工
事
は
同
じ
事
業
者
に
一
括
発

注
す
る
べ
き
だ
っ
た
。
ま
た
、
分
離
発

注
を
す
る
に
し
て
も
建
築
技
術
者
を

配
置
す
る
べ
き
だ
っ
た
。

・
水
槽
工
事
の
瑕
疵
と
そ
の
補
修
に
よ

る
建
築
工
事
の
遅
れ
、
調
査
途
中
に

発
生
し
た
漏
水
に
係
る
補
修
工
事
に

　
大
森
浄
化
セ
ン
タ
ー
と
は
、
大
森
地

域
の
３
カ
所
の
農
業
集
落
排
水
施
設
を

統
廃
合
し
、
新
た
に
大
森
町
湯
の
島
に

建
設
し
た
下
水
処
理
施
設
の
こ
と
で
す
。

　
工
事
は
施
設
の
基
礎
部
分
と
も
い
え

る
土
木
（
水
槽
）
工
事
と
建
物
の
建
築

工
事
に
分
け
て
発
注
さ
れ
ま
し
た
。
令

和
３
年
３
月
に
着
工
し
、
令
和
４
年
３

月
に
土
木
工
事
が
完
成
し
ま
し
た
が
、

建
築
工
事
の
準
備
時
点
で
水
槽
部
分
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
ク
ラ
ッ
ク
や
ジ
ャ
ン

カ
な
ど
複
数
の
不
具
合
が
確
認
さ
れ
、

建
築
工
事
と
並
行
で
補
修
工
事
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
当
初
、
令
和
５
年
度
中
に
供
用
開
始

の
予
定
で
し
た
が
、
物
価
高
騰
の
影
響

で
予
算
が
不
足
、
発
注
の
遅
れ
に
伴
う

工
期
の
遅
れ
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

補
修
完
了
後
に
も
水
槽
か
ら
の
漏
水
が

確
認
さ
れ
た
た
め
、
再
度
補
修
工
事
が

実
施
さ
れ
、
建
築
工
事
が
完
成
し
た
の

は
令
和
５
年
６
月
で
し
た
。

●
令
和
３
年
３
月…

水
槽
工
事
開
始

●
令
和
４
年
３
月…

水
槽
工
事
完
成

●
令
和
４
年
４
〜
７
月…

水
槽
部
分
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
ク
ラ
ッ
ク
な
ど
が

複
数
確
認
さ
れ
る

●
令
和
４
年
８
月…

市
が
水
槽
Ｊ
Ｖ
に

水
槽
の
補
修
を
指
示
（
10
月
完
了
）

●
令
和
４
年
11
月…

ば
っ
気
槽
２
の
水

槽
水
張
試
験
の
際
に
漏
水
を
確
認
、
全

槽
水
張
試
験
の
実
施
が
決
定
さ
れ
る

●
令
和
４
年
12
月…

市
が
建
築
Ｊ
Ｖ
へ

念
書
を
渡
す
・
打
ち
継
ぎ
目
及
び
ク

ラ
ッ
ク
補
修
完
了

●
令
和
５
年
１
・
２
月…

水
槽
内
に
漏

水
を
確
認
（
水
槽
の
補
修
開
始
）

●
令
和
５
年
４
月…

水
槽
内
補
修
の
完
了

●
令
和
５
年
６
月…

水
槽
補
修
完
了
・
建

築
工
事
完
成

●
令
和
５
年
９
月…

９
月
定
例
会 

予
算

決
算
委
員
会
産
業
建
設
分
科
会
に
お

い
て
、
委
員
が
水
槽
の
工
事
瑕
疵
を

指
摘

・
大
森
浄
化
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
に
関

す
る
調
査
特
別
委
員
会
設
置
（
令
和

６
年
３
月
12
日
ま
で
９
回
開
催
）

●
令
和
６
年
２
月…

汚
泥
貯
水
槽
に
漏

水
を
確
認

●
令
和
６
年
３
月…

調
査
特
別
委
員
会

か
ら
調
査
報
告
書
を
議
長
に
提
出

・
特
別
委
員
会
に
百
条
調
査
権
限
を
委

任
、
議
会
か
ら
市
監
査
委
員
に
対
し
て

当
該
工
事
に
係
る
監
査
請
求
を
提
出

・
市
が
水
槽
Ｊ
Ｖ
に
対
し
て
損
害
賠
償

請
求

・
漏
水
補
修
工
事
（
水
張
・
止
水
）
開
始

●
令
和
６
年
４
月…

百
条
委
員
会
の
調

査
開
始
（
令
和
７
年
８
月
12
日
ま
で

28
回
開
催
）

●
令
和
６
年
５
月…

市
監
査
委
員
か
ら

議
会
に
対
し
て
監
査
報
告
書
を
提
出

●
令
和
６
年
９
月…

漏
水
補
修
工
事

（
水
張
・
止
水
）
完
了

●
令
和
６
年
12
月…

議
会
か
ら
市
に
対

し
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
造
物
の
健
全
性

が
確
認
で
き
る
調
査
の
実
施
を
要
請

●
令
和
７
年
３
月…

市
が
コ
ン
ク
リ
ー

ト
構
造
物
調
査
報
告
書
提
出
（
大
き

め
の
空
洞
を
２
カ
所
確
認
）

●
令
和
７
年
４
月…

コ
ン
ク
リ
ー
ト
空

洞
補
修
開
始
（
５
月
補
修
完
了
）

●
令
和
７
年
５
月…

水
槽
水
張
後
、
西

側
外
壁
に
漏
水
を
確
認

●
令
和
７
年
６
月…

外
壁
の
漏
水
補
修

工
事
開
始
（
同
月
６
日
補
修
完
了
）

●
令
和
７
年
８
月…

大
森
浄
化
セ
ン

タ
ー
整
備
事
業
に
係
る
調
査
報
告
書

を
議
長
に
提
出

♦
大
森
浄
化
セ
ン
タ
ー
と
は

♦
こ
れ
ま
で
の
主
な
経
緯
と
調
査

　 特
別
委
員
会
の
調
査
に
つ
い
て

　詳
し
い
時
系
列
の
流
れ
は
、４
ペー
ジ

の
別
表
１
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

大森浄化センターの外観

※1　クラック…建物の外壁、内壁、基礎にできるひび割れや亀裂のこと。
※２　ジャンカ…型枠に流したコンクリートが行きわたらず、砂利などの骨材が表面に現れた欠陥部分のこと。

※３　ＪＶ…共同企業体制度（joint venture）、複数の異なる企業が共同で事業を行う組織のこと。
※４　百条調査権限…地方自治法第100条に基づいて地方議会に与えられた地方公共団体の事務に関する調査権限のこと。
　　　　　　　　　  これにより関係人の出頭や証言、記録の提出を請求することが可能となる。

伴
い
工
期
が
遅
れ
、
供
用
開
始
も
遅

れ
た
。

・
水
槽
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
が
工
事

監
理
者
及
び
市
の
工
事
監
督
員
の
立

会
い
も
な
く
行
わ
れ
た
。

・
完
成
後
に
目
視
に
よ
り
確
認
で
き
な

い
部
分
の
記
録
が
全
て
揃
っ
て
い
な

い
。
特
に
水
槽
部
分
と
建
物
部
分
取

り
合
い
（
接
合
部
）
の
水
槽
部
分
の
鉄

筋
工
事
に
つ
い
て
、
差
し
筋
の
ア
ン

カ
ー
の
役
目
の
定
着
長
の
施
工
写
真

が
残
さ
れ
て
い
な
い
。

・
工
事
特
別
仕
様
書
に
記
載
さ
れ
て
い

る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
時
の
段
階
確

認
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
契
約

不
履
行
に
あ
た
る
。

・
工
事
打
合
せ
簿
で
の
協
議
も
な
く
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
型
枠
が
変
更
さ
れ
て

お
り
、
市
の
工
事
請
負
契
約
に
お
け

る
設
計
変
更
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
抵
触

す
る
。

・
水
槽
か
ら
の
漏
水
が
確
認
さ
れ
る
た

び
に
建
築
Ｊ
Ｖ
か
ら
、「
健
全
と
は
言

い
切
れ
な
い
水
槽
の
上
に
建
築
工
事

を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
」、「
工
事
を

進
め
る
う
え
で
水
槽
Ｊ
Ｖ
の
責
任
を

明
確
に
し
て
も
ら
わ
な
い
と
建
物
の

着
工
は
で
き
な
い
。
ま
た
そ
れ
が
原
因

で
補
修
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
を
避
け
る
た
め
に
確
約
書
が
ほ
し

い
」
と
の
申
し
出
を
受
け
て
い
た
。

・
建
築
Ｊ
Ｖ
の
申
し
出
を
受
け
て
、
市

は
「
水
槽
工
事
施
工
の
構
造
的
な
不

具
合
や
仕
上
げ
の
不
具
合
を
原
因
と

す
る
も
の
に
つ
い
て
、
履
行
の
追
完
の

請
求
及
び
損
害
賠
償
の
請
求
を
行
わ

な
い
こ
と
を
約
束
す
る
」
こ
と
が
記

載
さ
れ
た
念
書
を
建
築
Ｊ
Ｖ
に
提
出

し
た
。

・
工
事
の
段
階
確
認
に
疑
義
が
残
る
な

ど
、
不
適
切
な
点
も
確
認
さ
れ
た
。
市

の
工
事
監
督
員
と
し
て
の
責
務
が
果

た
さ
れ
て
い
た
と
は
言
い
難
い
。

・
工
事
監
督
員
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
は

同
様
の
事
案
を
生
み
出
さ
な
い
た
め

に
も
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

・
こ
れ
ほ
ど
の
工
事
瑕
疵
に
つ
い
て
、
補

修
を
優
先
さ
せ
る
あ
ま
り
案
件
を
部

局
で
抱
え
込
み
、
市
長
及
び
副
市
長

へ
の
報
告
が
数
カ
月
後
に
な
っ
て
い

る
こ
と
は
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
意
識

が
低
下
し
、
組
織
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
が

弱
体
化
し
て
い
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら

な
い
。

・
市
長
名
で
の
念
書
が
建
築
Ｊ
Ｖ
に
提

出
さ
れ
て
い
る
以
上
、
組
織
の
最
高

責
任
者
で
あ
る
市
長
の
責
任
も
当
然

免
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

・
今
一
度
、
組
織
と
し
て
の
情
報
共
有
な

ら
び
に
議
会
へ
の
情
報
提
供
の
在
り

方
を
確
認
し
、
職
員
一
人
ひ
と
り
に
周

知
徹
底
さ
れ
る
と
と
も
に
、
今
後
二

度
と
市
民
や
議
会
に
疑
惑
や
不
信
の

念
を
抱
か
せ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

組
織
の
あ
る
べ
き
姿
を
再
認
識
、
再

構
築
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
も

の
で
あ
る
。

♦
百
条
委
員
会
に
お
け
る
調
査
内
容
は

♦
調
査
報
告
書
に
お
け
る
主
な

　 指
摘
事
項

百条委員会

水
槽
工
事
と
建
築
工
事
の
発
注
形
態

に
つ
い
て

水
槽
工
事
に
お
け
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト

打
設
に
つ
い
て

水
槽
工
事
に
お
け
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト

打
設
に
つ
い
て

市
か
ら
建
築
Ｊ
Ｖ
に
提
出
さ
れ
た

念
書
に
つ
い
て

市
か
ら
建
築
Ｊ
Ｖ
に
提
出
さ
れ
た

念
書
に
つ
い
て

工
事
に
係
る
事
務
執
行
に
つ
い
て

市
当
局
の
管
理・監
督
体
制
に
つ
い
て

委員長　　菅原　正志
副委員長　佐藤　誠洋
委員　　　鈴木　勝雄
委員　　　木村　清貴
委員　　　塩田　　勉
委員　　　井上　忠征
委員　　　福田　　誠
委員　　　加藤　勝義
委員　　　髙橋　和樹
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をご覧ください

監査報告書は
こちらから　
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調査報告書は
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備
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賛否が分かれた議案と審議結果
・採決で賛否が分かれた案件を掲載しています。他は全会一致で可決されました。
　○：賛成　　●：反対
・議案第102号は議長裁決により可決となりました。
※1 小野正伸議長は採決に加わりません。　※2 木村清貴議員は監査委員です。

議案 PICK UP!

本会議の様子は、
横手市議会ホームページから
ご確認いただけます。

大森浄化センター整備事業に係る工事及び議会の対応の経過（別表1）

認 定
第 １ 号

認 定
第 ３ 号

認 定
第 ９ 号

認 定
第10号

議 案
第99号

議 案
第101号

議 案
第102号

令
和
６
年
度
横
手
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

令
和
６
年
度
横
手
市
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

令
和
６
年
度
横
手
市
水
道
事
業
会
計
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

令
和
６
年
度
横
手
市
下
水
道
事
業
会
計
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

横
手
市
集
落
排
水
施
設
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

令
和
７
年
度
横
手
市
下
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

横
手
市
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の

給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

議決結果 認定 認定 認定 認定 否決 否決 原案
可決

表決数
賛　成 19 22 22 17 8 6 12
反　対 4 1 1 6 16 17 12

市 民 の 会

宮川　拓也 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇
福田　　誠 〇 〇 〇 〇 ● ● ●
大日向香輝 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇
菅原　正志 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇
齋藤　光司 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
菅原　惠悦 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇

さ き が け

青山　　豊 〇 〇 〇 ● ● ● ●
佐藤　誠洋 ● 〇 ● ● ● ● ●
寿松木　孝 ● 〇 〇 ● ● ● ●
播磨　博一 〇 〇 〇 ● ● ● ●
塩田　　勉 〇 〇 〇 〇 ● ● ●

新 政 会

髙橋　聖悟 〇 〇 〇 〇 ● ● ●
柴田　　忍 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇
佐藤　忠久 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
小野　正伸 ※ 1 ※ 1 ※ 1 ※ 1 ※ 1 ※ 1 ※ 1
髙橋　和樹 〇 〇 〇 ● ● ● ●

創 成 の 会
林　　一輝 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇
本間　利博 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇
加藤　勝義 〇 〇 〇 〇 ● ● ●

日本共産党
鈴木　勝雄 ● ● 〇 〇 〇 〇 ●
立身万千子 ● 〇 〇 ● ● ● ●

公 明 党
土田百合子 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
井上　忠征 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

新 風 の 会 木村　清貴 ※ 2 ※ 2 ※ 2 ※ 2 ● 退席 ●
実 横 会 加藤　雄太 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

案
件
名

会
派
・
議
員
名

討　論討　論

大森浄化センター設置条例の
一部改正案を否決 !

■横手市集落排水施設条例
の一部を改正する条例(議
案第99号)

　議案第99号は、大森・十日
町・本郷の３カ所の集落排水
処理施設を廃止し、大森町湯
の島に新たに建設された大
森浄化センターに機能を統
合するための条例改正案で
した。
　本会議では、４名の議員が
討論を行い、起立採決の結
果、起立少数により否決され
ました。

　　　加藤　勝義 議員
　「当局は補修により建物は
使用に耐えるとの見解だが、
建物で一番大事な建物と基
礎（水槽）の接合部の取り
合いのアンカーの定着長の
写真がないなど、安全な建
物とは言えない。よって反
対する」
　　　齋藤　光司 議員
　「本案が否決されれば国・
県補助金や企業債など合計
約1６億円を一括返済しなけ
ればならなくなる。施設を
稼働させ、国機関による検
査結果を待つのが賢明な判
断と考えることから賛成す
る」
　　　立身万千子 議員
　「市長と工事関係者の責任
は非常に重く、両者の責任
が不問のままでは市民の疑
惑を払拭できない。市民に
負担を転嫁することなく、
市民の安全安心を最優先に
することを強く訴え、反対
する」
　　　髙橋　和樹 議員
　「産業建設常任委員長報告
のとおり、当局の説明は信
用できない。何度も専門家
の意見を添えて建物の安全
性を証明してほしいと伝え
てきたが、終始詭弁の説明
に留まるものだった。この
ため反対する」
※大森浄化センターの施工不良な
どに係る詳しい経緯は、２～４ペー
ジをご覧ください。

反 対反 対

賛 成賛 成

反 対反 対

反 対反 対

■横手市特別職の職員で常勤のものの
給与及び旅費に関する条例の一部を
改正する条例（議案第102号）

　議案第102号は、大森浄化センター
建設に係る一連の施工不良や不適切
な事務執行などを受け、市長の令和７
年10月分の給料を10分の２減額す
る条例改正案でした。
　採決の結果、可否同数となり、議長
裁決により可決されました。

番号 年月日（定例会） 工事及び補修などの状況 議会の対応
1 令和3年3月30日 水槽工事　施工(コンクリート打設11/11、12/15)
2 令和4年2月25日 水槽工事　完成
3 令和4年3月8日 水槽工事　完成検査（合格）
4 令和4年3月29日 建築工事　施工

5 令和4年4～7月 水槽部分のコンクリートにクラックやジャンカなどの
不具合が複数確認される

6 令和4年8月2日 打ち継ぎ部の不具合と判断、水槽ＪＶに手直しを
指示

7 令和4年10月12日 ジャンカ補修完了
8 令和4年10月20日 水張試験は１槽（ばっ気槽2）のみ実施すると判断

9 令和4年11月2日 ・水張試験(ばっ気槽2)の際に漏水を確認 
・全槽水張試験することに決定

10 令和4年11月16日 建築ＪＶが市に念書を依頼
11 令和4年12月26日 建築ＪＶへ念書を渡す
12 令和4年12月28日 打ち継ぎ目とクラックの補修完了
13 令和5年1月6日 水槽水張試験開始
14 令和5年1月11日 流量調整槽の管廊側に漏水を確認
15 令和5年2月6日 汚泥貯留槽に漏水を確認
16 令和5年4月5日 水槽内補修の完了
17 令和5年6月8日 クラック補修開始
18 令和5年6月30日 ・水槽補修完了

・建築工事 完成

19 令和5年9月定例会

・予算決算委員会産業建設分科会において
委員が水槽の工事瑕疵を指摘
・令和４年度横手市下水道事業会計決算不認定
・R5.9.21、大森浄化センター整備事業に関
する調査特別委員会設置

20 令和5年9月21日 調査特別委員会を設置 （～R6.3.12、会議を9回開催）
21 令和5年12月20日 補修した水槽のコンクリート調査開始（圧縮強度試

験・引張強度試験）
22 令和6年2月6日 汚泥貯留槽に漏水を確認

23 令和6年2月15日
コンクリート強度についての調査結果受領
（必要な性能は確保されたと考えるが、定期
点検の頻度を増やすなど経過観察が必要）

24 令和6年3月15日 水槽ＪＶへ損害賠償請求　12,354,100円

25 令和6年3月定例会

・調査特別委員会から調査報告書を議長に提出
・特別委員会に百条調査権限を委任
（～R7.8.12、会議を28回開催）
・市監査委員に当該工事に係る監査を請求
（地方自治法第98条第2項）

26 令和6年3月20日 漏水補修工事（水張・止水）開始
27 令和6年6月定例会 市監査委員から議会請求に基づく監査報告
28 令和6年9月20日 漏水補修工事（水張・止水）完了

29 令和6年12月3日 市へコンクリート構造物の健全性が確認で
きる調査の実施を要請

30 令和7年3月10日 コンクリート構造物調査報告書提出（大きめの空洞
２箇所確認）

31 令和7年4月7日 コンクリート空洞補修開始（～5/14）

32 令和7年4月16日 全槽水張開始（外側への漏水がないか確認するため、外
側の掘削が可能な施設西側の外壁部分において実施）

33 令和7年5月29日 水張後、西側外壁に漏水を確認（２箇所）
34 令和7年6月6日 漏水補修工事開始（～6/16）

35 令和7年8月18日 大森浄化センター整備事業に関する調査報
告書を議長に提出

36 令和7年8月22日 調査特別委員会の調査を終了
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賛否が分かれた議案と審議結果
・採決で賛否が分かれた案件を掲載しています。他は全会一致で可決されました。
　○：賛成　　●：反対
・議案第102号は議長裁決により可決となりました。
※1 小野正伸議長は採決に加わりません。　※2 木村清貴議員は監査委員です。

議案 PICK UP!

本会議の様子は、
横手市議会ホームページから
ご確認いただけます。

大森浄化センター整備事業に係る工事及び議会の対応の経過（別表1）
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議決結果 認定 認定 認定 認定 否決 否決 原案
可決

表決数
賛　成 19 22 22 17 8 6 12
反　対 4 1 1 6 16 17 12

市 民 の 会

宮川　拓也 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇
福田　　誠 〇 〇 〇 〇 ● ● ●
大日向香輝 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇
菅原　正志 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇
齋藤　光司 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
菅原　惠悦 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇

さ き が け

青山　　豊 〇 〇 〇 ● ● ● ●
佐藤　誠洋 ● 〇 ● ● ● ● ●
寿松木　孝 ● 〇 〇 ● ● ● ●
播磨　博一 〇 〇 〇 ● ● ● ●
塩田　　勉 〇 〇 〇 〇 ● ● ●

新 政 会

髙橋　聖悟 〇 〇 〇 〇 ● ● ●
柴田　　忍 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇
佐藤　忠久 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
小野　正伸 ※ 1 ※ 1 ※ 1 ※ 1 ※ 1 ※ 1 ※ 1
髙橋　和樹 〇 〇 〇 ● ● ● ●

創 成 の 会
林　　一輝 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇
本間　利博 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇
加藤　勝義 〇 〇 〇 〇 ● ● ●

日本共産党
鈴木　勝雄 ● ● 〇 〇 〇 〇 ●
立身万千子 ● 〇 〇 ● ● ● ●

公 明 党
土田百合子 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
井上　忠征 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

新 風 の 会 木村　清貴 ※ 2 ※ 2 ※ 2 ※ 2 ● 退席 ●
実 横 会 加藤　雄太 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
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討　論討　論

大森浄化センター設置条例の
一部改正案を否決 !

■横手市集落排水施設条例
の一部を改正する条例(議
案第99号)

　議案第99号は、大森・十日
町・本郷の３カ所の集落排水
処理施設を廃止し、大森町湯
の島に新たに建設された大
森浄化センターに機能を統
合するための条例改正案で
した。
　本会議では、４名の議員が
討論を行い、起立採決の結
果、起立少数により否決され
ました。

　　　加藤　勝義 議員
　「当局は補修により建物は
使用に耐えるとの見解だが、
建物で一番大事な建物と基
礎（水槽）の接合部の取り
合いのアンカーの定着長の
写真がないなど、安全な建
物とは言えない。よって反
対する」
　　　齋藤　光司 議員
　「本案が否決されれば国・
県補助金や企業債など合計
約1６億円を一括返済しなけ
ればならなくなる。施設を
稼働させ、国機関による検
査結果を待つのが賢明な判
断と考えることから賛成す
る」
　　　立身万千子 議員
　「市長と工事関係者の責任
は非常に重く、両者の責任
が不問のままでは市民の疑
惑を払拭できない。市民に
負担を転嫁することなく、
市民の安全安心を最優先に
することを強く訴え、反対
する」
　　　髙橋　和樹 議員
　「産業建設常任委員長報告
のとおり、当局の説明は信
用できない。何度も専門家
の意見を添えて建物の安全
性を証明してほしいと伝え
てきたが、終始詭弁の説明
に留まるものだった。この
ため反対する」
※大森浄化センターの施工不良な
どに係る詳しい経緯は、２～４ペー
ジをご覧ください。

反 対反 対

賛 成賛 成

反 対反 対

反 対反 対

■横手市特別職の職員で常勤のものの
給与及び旅費に関する条例の一部を
改正する条例（議案第102号）

　議案第102号は、大森浄化センター
建設に係る一連の施工不良や不適切
な事務執行などを受け、市長の令和７
年10月分の給料を10分の２減額す
る条例改正案でした。
　採決の結果、可否同数となり、議長
裁決により可決されました。

番号 年月日（定例会） 工事及び補修などの状況 議会の対応
1 令和3年3月30日 水槽工事　施工(コンクリート打設11/11、12/15)
2 令和4年2月25日 水槽工事　完成
3 令和4年3月8日 水槽工事　完成検査（合格）
4 令和4年3月29日 建築工事　施工

5 令和4年4～7月 水槽部分のコンクリートにクラックやジャンカなどの
不具合が複数確認される

6 令和4年8月2日 打ち継ぎ部の不具合と判断、水槽ＪＶに手直しを
指示

7 令和4年10月12日 ジャンカ補修完了
8 令和4年10月20日 水張試験は１槽（ばっ気槽2）のみ実施すると判断

9 令和4年11月2日 ・水張試験(ばっ気槽2)の際に漏水を確認 
・全槽水張試験することに決定

10 令和4年11月16日 建築ＪＶが市に念書を依頼
11 令和4年12月26日 建築ＪＶへ念書を渡す
12 令和4年12月28日 打ち継ぎ目とクラックの補修完了
13 令和5年1月6日 水槽水張試験開始
14 令和5年1月11日 流量調整槽の管廊側に漏水を確認
15 令和5年2月6日 汚泥貯留槽に漏水を確認
16 令和5年4月5日 水槽内補修の完了
17 令和5年6月8日 クラック補修開始
18 令和5年6月30日 ・水槽補修完了

・建築工事 完成

19 令和5年9月定例会

・予算決算委員会産業建設分科会において
委員が水槽の工事瑕疵を指摘
・令和４年度横手市下水道事業会計決算不認定
・R5.9.21、大森浄化センター整備事業に関
する調査特別委員会設置

20 令和5年9月21日 調査特別委員会を設置 （～R6.3.12、会議を9回開催）
21 令和5年12月20日 補修した水槽のコンクリート調査開始（圧縮強度試

験・引張強度試験）
22 令和6年2月6日 汚泥貯留槽に漏水を確認

23 令和6年2月15日
コンクリート強度についての調査結果受領
（必要な性能は確保されたと考えるが、定期
点検の頻度を増やすなど経過観察が必要）

24 令和6年3月15日 水槽ＪＶへ損害賠償請求　12,354,100円

25 令和6年3月定例会

・調査特別委員会から調査報告書を議長に提出
・特別委員会に百条調査権限を委任
（～R7.8.12、会議を28回開催）
・市監査委員に当該工事に係る監査を請求
（地方自治法第98条第2項）

26 令和6年3月20日 漏水補修工事（水張・止水）開始
27 令和6年6月定例会 市監査委員から議会請求に基づく監査報告
28 令和6年9月20日 漏水補修工事（水張・止水）完了

29 令和6年12月3日 市へコンクリート構造物の健全性が確認で
きる調査の実施を要請

30 令和7年3月10日 コンクリート構造物調査報告書提出（大きめの空洞
２箇所確認）

31 令和7年4月7日 コンクリート空洞補修開始（～5/14）

32 令和7年4月16日 全槽水張開始（外側への漏水がないか確認するため、外
側の掘削が可能な施設西側の外壁部分において実施）

33 令和7年5月29日 水張後、西側外壁に漏水を確認（２箇所）
34 令和7年6月6日 漏水補修工事開始（～6/16）

35 令和7年8月18日 大森浄化センター整備事業に関する調査報
告書を議長に提出

36 令和7年8月22日 調査特別委員会の調査を終了
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POINT!

総務文教常任委員会

災
害
対
応
特
殊
化
学
消
防

　ポ
ン
プ
自
動
車
の
主
な
質
疑
は

問  
上
部
工
と
下
部
工
を
つ
な
ぐ
主
要
な
鉄
筋

に
つ
い
て
、
定
着
長
を
確
認
す
る
た
め
の
写
真

が
な
い
と
の
こ
と
だ
が
、
耐
震
性
に
つ
な
が
る

部
分
で
あ
る
。
定
着
長
の
確
認
は
で
き
な
い
の

か
。答  

写
真
が
な
い
の
は
事
実
で
あ
る
。
施
工
業

者
に
電
話
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
必
要
な
定
着

長
を
取
っ
た
形
で
施
工
し
、
百
条
委
員
会
で
も

同
様
の
証
言
を
し
た
と
の
回
答
が
あ
り
、
間
違

い
な
く
施
工
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

問  

百
条
委
員
会
に
お
い
て
、
横
揺
れ
の
地
震

で
問
題
が
危
惧
さ
れ
る
構
造
と
の
証
言
が
あ
っ

た
が
、
問
題
な
い
の
か
。

答  

市
と
し
て
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
専
門
家

の
見
地
に
基
づ
い
て
補
修
を
行
っ
て
お
り
、
建

物
を
使
用
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

問  

補
助
金
の
返
還
が
命
じ
ら
れ
た
場
合
の
財

政
負
担
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

答  

返
還
と
な
れ
ば
、
企
業
債
に
つ
い
て
も
利

息
を
含
め
繰
上
償
還
を
命
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
、
15
億
円
強
の
財
源
が
必
要
と
な
る
。

◆
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

問  

入
札
不
調
と
な
っ
た
原
因
は
何
か
。

答  

消
防
車
の
シ
ャ
シ
（
車
両
骨
組
）
製
造

に
遅
れ
が
生
じ
た
た
め
で
あ
る
。

問  

現
在
の
配
備
車
両
は
今
後
使
用
し
な
い

の
か
。
ま
た
、
現
在
の
車
両
と
新
車
両
と
の

違
い
は
何
か
。

答  

現
在
の
車
両
は
取
得
か
ら
20
年
経
過
し
、

更
新
後
は
故
障
時
の
部
品
供
給
停
止
や
配
管

の
腐
食
な
ど
、
運
用
上
の
支
障
が
懸
念
さ
れ

る
た
め
、
廃
車
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

新
た
な
車
両
は
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り
放
水
量

や
放
水
圧
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
機
能
が
搭

載
さ
れ
る
。
ま
た
、

木
造
火
災
に
も
対

応
す
る
薬
液
を
使

用
す
る
機
能
も
備

え
、
火
災
時
の
対

応
力
が
大
幅
に
向

上
し
て
い
る
。

産業建設常任委員会

現在使用している災害対応
特殊化学消防ポンプ自動車

産後ファミリー
応援事業について
産後ファミリー
応援事業について

　令和6年度の出生数288人に対し41人
の利用者についての考えと、令和7年度か
ら利用可能期間を2歳に到達するまでとし
た理由は何か。

当初見込んだ利用者数より少なかっ
たが、一人当たりの利用回数は予想

よりも多かったと分析している。利用者アン
ケートでは、育休後の職場復帰のタイミング
で利用したいとの声が強くあったため、制度
を拡充したものである。

国民健康保険の運営
について
国民健康保険の運営
について

　一人当たりの給付費が令和５年度比
2.3％減少している。世帯数、被保険者数も
減ってきている中で運営は良好な状況で推
移していくのか。

一人当たりの給付費は、令和5年度が
一時的に増加していたため令和６年

度は対前年度比で減少したもの。今後高齢化
や医療の高度化が進むことにより一人当たり
の給付費は増加し、被保険者数は減少すると
推測しており、楽観できない状況である。

答弁答弁

手厚い産後支援が求められている

病院事業会計について病院事業会計について

　厳しい決算状況であり、経営努力だけで
は難しいと考える。診療報酬以外の収益を
上げることが重要と考えるが対策はあるか。

カルテ開示文書料金等の改定を考え
ているほか、ワーキンググループを

作り病院経営改善の取組を行っている。また、
市の一般会計からの繰入れについて段階的に
協議を進めており、基準内で繰入れできるよ
うに引き続き協議を行っていきたい。

答弁

｢地元で働く｣若者たち
への定着支援は
｢地元で働く｣若者たち
への定着支援は

　若者の市外への流出が止まらない。今後
の若年者の地元定着に向けた取組をどのよ
うに考えているのか。

市独自の取組だけでは人手不足を解消
することが難しくなっており、企業が自

ら魅力を伝えるような方策も必要と考えている。
令和7年度から企業が市外の就職相談会等に参
加するための費用補助のほか、自社のホーム
ページ等を構築する際の費用を補助している。

答弁

引き続き適切な財政運営を

市立横手病院就職相談会

産業建設常任委員会

　
　
　 一
連
の
責
任
は
、
設
計
施
工
監
理

　
　
　 者
、
発
注
者
の
監
督
責
任
が
最
も
大

き
い
と
思
う
。
責
任
の
取
り
方
を
明
確
に
す
る

こ
と
を
条
件
に
し
て
賛
成
す
る
。

　
　
　 市
は
、
施
設
が
供
用
開
始
さ
れ
な
い

　
　
　 と
補
助
金
の
返
還
等
の
必
要
が
生
じ

る
た
め
、
供
用
開
始
し
た
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

百
条
委
員
会
か
ら
た
び
た
び
有
識
者
、
第
三
者

に
よ
る
安
全
性
の
保
証
を
求
め
て
き
た
が
、
こ

れ
ま
で
保
証
さ
れ
て
い
な
い
。
供
用
し
な
が
ら
、

専
門
家
か
ら
の
助
言
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
に

よ
り
保
証
し
て
い
く
と
の
話
で
あ
っ
た
。
現
在
、

供
用
開
始
で
き
る
と
判
断
す
る
根
拠
が
出
揃
っ

て
お
ら
ず
、
現
時
点
で
供
用
開
始
す
る
の
は
困

難
と
考
え
反
対
す
る
。

　
　
　 百
条
委
員
会
の
報
告
で
も
、
補
修
が

　
　
　 完
了
し
た
と
は
言
え
な
い
状
況
で
あ

る
。
第
三
者
機
関
か
ら
の
正
当
な
技
術
評
価
が

な
い
状
態
で
の
施
設
の
開
設
は
、
市
民
の
立
場

か
ら
は
あ
り
え
な
い
。
市
は
、
第
三
者
機
関
と

し
て
、
技
術
士
会
と
弁
護
士
会
に
本
事
業
の
問

題
を
評
価
、
検
証
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
報
告

を
活
用
し
て
、
市
民
の
た
め
二
度
と
こ
の
よ
う

な
事
態
を
引
き
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
す
べ
き
と

思
う
。
よ
っ
て
本
案
に
反
対
す
る
。

　
　
　委
員
会
で
の

　
　
　起
立
採
決
の

　結
果
、
起
立
多
数
に

　よ
り
可
決
す
べ
き
も

　の
と
決
定
し
ま
し
た
。

可
賛成

討  論

反対反対

厚　生
分科会

産業建設
分科会

厚　生
分科会

厚　生
分科会
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　 一
連
の
責
任
は
、
設
計
施
工
監
理

　
　
　 者
、
発
注
者
の
監
督
責
任
が
最
も
大

き
い
と
思
う
。
責
任
の
取
り
方
を
明
確
に
す
る

こ
と
を
条
件
に
し
て
賛
成
す
る
。

　
　
　 市
は
、
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設
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　 と
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還
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の
必
要
が
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じ
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た
め
、
供
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開
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い
と
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と
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ま
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用
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、
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と
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た
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が
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ず
、
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時
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で
供
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始
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の
は
困

難
と
考
え
反
対
す
る
。

　
　
　 百
条
委
員
会
の
報
告
で
も
、
補
修
が

　
　
　 完
了
し
た
と
は
言
え
な
い
状
況
で
あ

る
。
第
三
者
機
関
か
ら
の
正
当
な
技
術
評
価
が

な
い
状
態
で
の
施
設
の
開
設
は
、
市
民
の
立
場

か
ら
は
あ
り
え
な
い
。
市
は
、
第
三
者
機
関
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し
て
、
技
術
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と
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会
に
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事
業
の
問

題
を
評
価
、
検
証
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
報
告

を
活
用
し
て
、
市
民
の
た
め
二
度
と
こ
の
よ
う

な
事
態
を
引
き
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
す
べ
き
と

思
う
。
よ
っ
て
本
案
に
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対
す
る
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　委
員
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で
の

　
　
　起
立
採
決
の

　結
果
、
起
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多
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に
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り
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べ
き
も
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と
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定
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ま
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た
。
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令和６年度各会計決算が
　　　　　　　　　認定される

令和６年度 決 算 審 査令和６年度 決 算 審 査

あなたと市議会　第85号　2025.11.1 8あなたと市議会　第85号　2025.11.19

問  

令
和
６
年
度
横
手
市
下
水
道
事

業
会
計
決
算
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
調
査
業
務
委

託
」
に
つ
い
て
、
大
森
浄
化
セ
ン
タ
ー

の
不
具
合
は
、
令
和
５
年
９
月
に
議
会

で
知
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
以

降
市
が
主
体
的
に
調
査
や
修
復
に
あ

た
っ
た
印
象
が
な
い
。
調
査
に
至
っ
た

経
緯
を
伺
う
。

答  

令
和
６
年
12
月
に
開
催
さ
れ
た

「
大
森
浄
化
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
に
関

す
る
調
査
特
別
委
員
会
（
百
条
委
員

会
）」
に
お
い
て
、
水
槽
内
部
の
状
態

の
不
具
合
に
つ
い
て
不
安
が
あ
る
と
の

指
摘
を
受
け
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。
水
槽
部
分
の
打
継
ぎ
目
全
周
を
電

磁
波
レ
ー
ダ
ー
で
調
べ
て
、
内
部
の
状

況
を
確
認
す
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ

た
。問  

診
断
の
結
果
、
明
ら
か
に
な
っ

た
こ
と
は
何
か
。

答  

長
さ
60
㎝
の
亀
裂
や
、
そ
れ
よ

り
小
さ
い
も
の
、
補
修
を
必
要
と
す
る

空
洞
が
、
そ
れ
ぞ
れ
１
カ
所
ず
つ
発
見

菅
原

　正
志
議
員

す
が
わ
ら
　た
だ
し

総括質疑
　総括質疑は、予算決算委員会にお
いて市長をはじめとする執行機関に
対して行う質疑です。９月定例会で
は前年度の決算について総括した質
疑を行います。

しらとり議員が解説します！

ち

ょ
っ
と
教
え
て！

　
　　

　っ
てな

ぁに？

総

括
質
疑

　
９
月
定
例
会
で
は
予
算
決
算
委
員
会
を

開
催
し
、令
和
６
年
度
一
般
会
計
を
は
じ
め
、

特
別
会
計
、
企
業
会
計
の
決
算
認
定
議
案

10
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
10
件
全
て
の
決
算
を
認
定

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

予
算
決
算
委
員
会
の
概
要

水道の有収率を上げる
ための方策は何か
水道の有収率を上げる
ための方策は何か

　有収率が80％以下の市町村はほとんど
ない。有収率を上げるための対応はどのよ
うに考えているのか。

当市の有収率は76％ほどで類似事業体
に比べ低い数字である。漏水の99％が

塩化ビニール管から発生しており、これを優
先的に更新し、給水人口の半分近くが集中し
ている横手・十文字地域をブロック化し、漏
水箇所を早急に特定できる体制を構築する。

増田まんが美術館の
入館者数減少の要因は
増田まんが美術館の
入館者数減少の要因は

　入館者数が令和５年度と比較し４万人以
上減少しているが、この要因は何か。

令和５年度は人気作品の大型企画展
を誘致することができ入館者数が大

きく伸びた。令和６年度は大型企画展の誘致
ができなかったため落ち込んだと捉えている。
入館者数は人気企画展の誘致の有無に左右さ
れることをご理解いただきたい。

答弁
答弁

水道管の更新作業

ふるさと納税の流出額
増額への対応策は
ふるさと納税の流出額
増額への対応策は

　ふるさと納税の流出額が年々増額してい
るが、他自治体のようにホームページで流出
額を公開し、住民に呼びかけをしてはどうか。

流出額の増額は心配な部分だが、ふ
るさと納税寄附金の収入額も増えて

いる状況にある。当市や返礼品に魅力を感じ
て納税をされる方が一定数いることから、今
後の状況を踏まえ、財政担当課とも協議しな
がら検討したい。

答弁

ふるさと納税のホームページ
における横手市のバナー

横手市増田まんが美術館

 

〜
予
算
決
算
委
員
会
と

　
　
　
　
　  

分
科
会
と
は
？
〜

　
議
会
で
は
、
決
算
や
予
算
を
集
中

的
か
つ
詳
細
に
審
査
す
る
た
め
、
全

議
員
を
委
員
と
す
る
予
算
決
算
委
員

会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
の
予
算
は
健
康
・
福
祉
・

医
療
・
農
業
・
商
工
業
・
建
設
・
上

下
水
道
・
教
育
・
消
防
な
ど
多
岐
の

分
野
に
渡
り
、
議
案
を
よ
り
専
門
的

か
つ
効
率
的
に
審
査
す
る
た
め
、
予

算
決
算
委
員
会
に
厚
生
、
産
業
建
設
、

総
務
文
教
の
３
つ
の
分
科
会
を
設
置

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
ご
と
に
分

担
し
て
詳
細
に
審
査
し
て
い
ま
す
。

　
各
分
科
会
で
審
議
さ
れ
た
内
容
は
、

予
算
決
算
委
員
会
に
お
い
て
、
各
分

科
会
長
が
報
告
し
、
質
疑
・
討
論
を

行
っ
た
う
え
で
採
決
し
て
い
ま
す
。

さ
れ
た
。
当
該
箇
所
は
、
水
槽
工
事

Ｊ
Ｖ
の
費
用
負
担
に
よ
り
、
左
官
工
法

に
よ
る
断
面
修
復
で
補
修
対
応
し
た
。

問  

こ
の
調
査
で
解
明
さ
れ
て
い
な

い
不
安
な
部
分
は
ほ
か
に
な
い
の
か
。

答  

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
不
具
合
に
つ

い
て
は
、
専
門
業
者
が
補
修
箇
所
ご
と

に
適
切
な
工
法
を
用
い
て
補
修
工
事
を

行
っ
た
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
強
度
試
験
に

お
い
て
は
、
経
過
観
察
が
必
要
と
さ
れ

て
は
い
る
も
の
の
、
必
要
な
性
能
は
確

保
さ
れ
て
い
る
。

　
大
き
な
不
具
合
が
発
生
す
る
今
後
の

可
能
性
に
つ
い
て
は
低
い
と
考
え
て
い

る
が
、
通
常
の
保
守
点
検
の
強
化
に
加

え
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
に
よ
り
施
設

の
小
さ
な
変
化
に
も
気
付
く
体
制
を
構

築
し
て
い
く
こ
と
で
懸
念
を
払
拭
し
て

い
く
。

大
森
浄
化
セ
ン
タ
ー
に
は
懸
念
が
残
る

※有収率…水道・下水道事業において、供給または処理した水量のうち、料金徴収の対応となる水の割合を示す指標のこと。
　　　　　有収率が低いと漏水が多いことなどを意味する。

※総務文教
分科会

産業建設
分科会

若者交流促進事業の
一人当たりのコストは
若者交流促進事業の
一人当たりのコストは

　委託費５３１万３０００円、延べ参加者数
１１４人だが、参加者数を鑑みると一人当
たりのコストが高いように思えるがどうか。

単発の出会いイベントの開催経費と
比較すると高く感じると思うが、通年

で年６回開催し、令和５年度より内容が充実
していたと思う。た
だし、費用対効果の
面では決して安い金
額ではないため、令
和８年度に向けて内
容の見直し等は行っ
ていきたいと考えて
いる。

答弁

よこてFanコン
セミナー＆交流会の
パンフレット

総務文教
分科会

総務文教
分科会



令和６年度各会計決算が
　　　　　　　　　認定される

令和６年度 決 算 審 査令和６年度 決 算 審 査

あなたと市議会　第85号　2025.11.1 8あなたと市議会　第85号　2025.11.19

問  

令
和
６
年
度
横
手
市
下
水
道
事

業
会
計
決
算
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
調
査
業
務
委

託
」
に
つ
い
て
、
大
森
浄
化
セ
ン
タ
ー

の
不
具
合
は
、
令
和
５
年
９
月
に
議
会

で
知
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
以

降
市
が
主
体
的
に
調
査
や
修
復
に
あ

た
っ
た
印
象
が
な
い
。
調
査
に
至
っ
た

経
緯
を
伺
う
。

答  

令
和
６
年
12
月
に
開
催
さ
れ
た

「
大
森
浄
化
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
に
関

す
る
調
査
特
別
委
員
会
（
百
条
委
員

会
）」
に
お
い
て
、
水
槽
内
部
の
状
態

の
不
具
合
に
つ
い
て
不
安
が
あ
る
と
の

指
摘
を
受
け
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。
水
槽
部
分
の
打
継
ぎ
目
全
周
を
電

磁
波
レ
ー
ダ
ー
で
調
べ
て
、
内
部
の
状

況
を
確
認
す
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ

た
。問  

診
断
の
結
果
、
明
ら
か
に
な
っ

た
こ
と
は
何
か
。

答  

長
さ
60
㎝
の
亀
裂
や
、
そ
れ
よ

り
小
さ
い
も
の
、
補
修
を
必
要
と
す
る

空
洞
が
、
そ
れ
ぞ
れ
１
カ
所
ず
つ
発
見

菅
原

　正
志
議
員

す
が
わ
ら
　た
だ
し

総括質疑
　総括質疑は、予算決算委員会にお
いて市長をはじめとする執行機関に
対して行う質疑です。９月定例会で
は前年度の決算について総括した質
疑を行います。

しらとり議員が解説します！

ち

ょ
っ
と
教
え
て！

　
　　

　っ
てな

ぁに？

総

括
質
疑

　
９
月
定
例
会
で
は
予
算
決
算
委
員
会
を

開
催
し
、令
和
６
年
度
一
般
会
計
を
は
じ
め
、

特
別
会
計
、
企
業
会
計
の
決
算
認
定
議
案

10
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
10
件
全
て
の
決
算
を
認
定

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

予
算
決
算
委
員
会
の
概
要

水道の有収率を上げる
ための方策は何か
水道の有収率を上げる
ための方策は何か

　有収率が80％以下の市町村はほとんど
ない。有収率を上げるための対応はどのよ
うに考えているのか。

当市の有収率は76％ほどで類似事業体
に比べ低い数字である。漏水の99％が

塩化ビニール管から発生しており、これを優
先的に更新し、給水人口の半分近くが集中し
ている横手・十文字地域をブロック化し、漏
水箇所を早急に特定できる体制を構築する。

増田まんが美術館の
入館者数減少の要因は
増田まんが美術館の
入館者数減少の要因は

　入館者数が令和５年度と比較し４万人以
上減少しているが、この要因は何か。

令和５年度は人気作品の大型企画展
を誘致することができ入館者数が大

きく伸びた。令和６年度は大型企画展の誘致
ができなかったため落ち込んだと捉えている。
入館者数は人気企画展の誘致の有無に左右さ
れることをご理解いただきたい。

答弁
答弁

水道管の更新作業

ふるさと納税の流出額
増額への対応策は
ふるさと納税の流出額
増額への対応策は

　ふるさと納税の流出額が年々増額してい
るが、他自治体のようにホームページで流出
額を公開し、住民に呼びかけをしてはどうか。

流出額の増額は心配な部分だが、ふ
るさと納税寄附金の収入額も増えて

いる状況にある。当市や返礼品に魅力を感じ
て納税をされる方が一定数いることから、今
後の状況を踏まえ、財政担当課とも協議しな
がら検討したい。

答弁

ふるさと納税のホームページ
における横手市のバナー

横手市増田まんが美術館

 

〜
予
算
決
算
委
員
会
と

　
　
　
　
　  

分
科
会
と
は
？
〜

　
議
会
で
は
、
決
算
や
予
算
を
集
中

的
か
つ
詳
細
に
審
査
す
る
た
め
、
全

議
員
を
委
員
と
す
る
予
算
決
算
委
員

会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
の
予
算
は
健
康
・
福
祉
・

医
療
・
農
業
・
商
工
業
・
建
設
・
上

下
水
道
・
教
育
・
消
防
な
ど
多
岐
の

分
野
に
渡
り
、
議
案
を
よ
り
専
門
的

か
つ
効
率
的
に
審
査
す
る
た
め
、
予

算
決
算
委
員
会
に
厚
生
、
産
業
建
設
、

総
務
文
教
の
３
つ
の
分
科
会
を
設
置

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
ご
と
に
分

担
し
て
詳
細
に
審
査
し
て
い
ま
す
。

　
各
分
科
会
で
審
議
さ
れ
た
内
容
は
、

予
算
決
算
委
員
会
に
お
い
て
、
各
分

科
会
長
が
報
告
し
、
質
疑
・
討
論
を

行
っ
た
う
え
で
採
決
し
て
い
ま
す
。

さ
れ
た
。
当
該
箇
所
は
、
水
槽
工
事

Ｊ
Ｖ
の
費
用
負
担
に
よ
り
、
左
官
工
法

に
よ
る
断
面
修
復
で
補
修
対
応
し
た
。

問  

こ
の
調
査
で
解
明
さ
れ
て
い
な

い
不
安
な
部
分
は
ほ
か
に
な
い
の
か
。

答  

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
不
具
合
に
つ

い
て
は
、
専
門
業
者
が
補
修
箇
所
ご
と

に
適
切
な
工
法
を
用
い
て
補
修
工
事
を

行
っ
た
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
強
度
試
験
に

お
い
て
は
、
経
過
観
察
が
必
要
と
さ
れ

て
は
い
る
も
の
の
、
必
要
な
性
能
は
確

保
さ
れ
て
い
る
。

　
大
き
な
不
具
合
が
発
生
す
る
今
後
の

可
能
性
に
つ
い
て
は
低
い
と
考
え
て
い

る
が
、
通
常
の
保
守
点
検
の
強
化
に
加

え
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
に
よ
り
施
設

の
小
さ
な
変
化
に
も
気
付
く
体
制
を
構

築
し
て
い
く
こ
と
で
懸
念
を
払
拭
し
て

い
く
。

大
森
浄
化
セ
ン
タ
ー
に
は
懸
念
が
残
る

※有収率…水道・下水道事業において、供給または処理した水量のうち、料金徴収の対応となる水の割合を示す指標のこと。
　　　　　有収率が低いと漏水が多いことなどを意味する。

※総務文教
分科会

産業建設
分科会

若者交流促進事業の
一人当たりのコストは
若者交流促進事業の
一人当たりのコストは

　委託費５３１万３０００円、延べ参加者数
１１４人だが、参加者数を鑑みると一人当
たりのコストが高いように思えるがどうか。

単発の出会いイベントの開催経費と
比較すると高く感じると思うが、通年

で年６回開催し、令和５年度より内容が充実
していたと思う。た
だし、費用対効果の
面では決して安い金
額ではないため、令
和８年度に向けて内
容の見直し等は行っ
ていきたいと考えて
いる。

答弁

よこてFanコン
セミナー＆交流会の
パンフレット

総務文教
分科会

総務文教
分科会



委員会質問委員会質問

1011 あなたと市議会　第85号　2025.11.1あなたと市議会　第85号　2025.11.1

土
田
　百
合
子
議
員

つ
ち
だ
　
ゆ
り
こ

問  

空
き
家
対
策
と
し
て
、
所
有
者

へ
固
定
資
産
税
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

や
解
体
費
用
の
試
算
が
で
き
る
旨
の
情

報
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
空
き
家
の
解

体
を
促
す
取
組
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答  

現
在
は
空
き
家
解
体
の
補
助
金

制
度
な
ど
を
納
税
通
知
書
と
一
緒
に
全

員
に
通
知
し
て
い
る
。
固
定
資
産
税
の

試
算
は
複
雑
で
あ
り
、
窓
口
に
お
越
し

い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
解
体
費
用
の

試
算
は
で
き
る
よ
う
に
検
討
し
た
い
。

問  

空
家
等
対
策
特
別
措
置
法
の
改

正
に
よ
り
民
間
事
業
者
が
参
入
し
や
す

い
環
境
が
で
き
た
が
、
市
の
取
組
は
。

答  

こ
れ
ま
で
個
人
情
報
保
護
法
の
観

点
か
ら
空
き
家
情
報
を
共
有
で
き
な
か
っ

た
が
、
所
有
者
の
了
承
が
得
ら
れ
れ
ば
民

間
団
体
と
連
携
し
、
問
題
解
決
と
地
域
活

性
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

●
ひ
き
こ
も
り
支
援
に
つ
い
て

問  

ひ
き
こ
も
り
は
初
期
の
対
応
が

大
切
で
あ
り
、
そ
の
家
族
と
の
相
談
が

必
要
だ
が
取
組
は
ど
う
か
。

答  

来
所
、電
話
、訪
問
や
電
子
メ
ー
ル

に
よ
り
相
談
を
行
っ
て
い
る
。こ
ど
も
・

若
者
相
談
窓
口
や
ふ
く
し
の
窓
口
で
相

談
を
受
け
る
ほ
か
、
支
援
機
関
同
士
の

連
携
を
調
整
し
て
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

問  

ひ
き
こ
も
り
当
事
者
は
、
収
入
や

生
活
資
金
に
不
安
が
あ
り
、
自
分
に
あ
っ

た
仕
事
を
探
し
て
い
る
。
就
労
体
験
で
き

る
職
場
が
な
い
の
が
実
状
で
、
就
労
支
援

の
取
組
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答  

実
態
を
把
握
の
う
え
、
他
部
署
と

連
携
し
な
が
ら
、
就
労
体
験
な
ど
、
自

立
に
向
け
た
伴
走
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

Y²ぷらざ内・こども・若者相談窓口
Yotte・Cotto（よって・こっと）

本
間

　利
博
議
員

ほ
ん
ま
　
と
し
ひ
ろ

厚生常任委員会質問

　喫緊の課題である、「空き家対策」
と「ひきこもり支援」について、１年
５カ月にわたり委員間討議、行政視
察を行い、これをもとに協議を重ね、
８月１８日に所管事務調査報告書を
議長に提出しました。

空
き
家
対
策
と

　
　ひ
き
こ
も
り
支
援
に
つ
い
て

　当市においても増加傾向にある空き家対策は、豪雪地
帯であることや地域への影響が大きいことなどから、喫
緊の課題となっています。
　また、令和５年度に15歳から64歳までの全世帯を対
象としてアンケート調査が実施されましたが、この調査
結果を受けて、ひきこもり支援の必要性が改めて認識さ
れることになりました。以上のことから、
　１．空き家対策　２．ひきこもり支援
について調査を実施し、調査結果をまとめました。
　厚生常任委員会委員全員の意見をまとめ、この報告内
容をもとに委員会質問を行いました。

行政視察における個別テーマ
☆令和６年10月 15～ 17日
・東海市空家等対策計画について
・ひきこもり支援センター設置事業について
（愛知県東海市）
・民間企業と連携した空き家対策について
（愛知県大府市）

☆令和７年７月２～４日
・いこま空き家流通促進プラットホームについて
・いこまる相談窓口といばしょ支援ステーションGIFT等
の取組について（奈良県生駒市）
※詳細は18ページをご覧ください。

議会だより第82号の
14ページをご覧ください

総務文教常任委員会質問

　災害時の孤立集落への対策につい
て、１年４カ月にわたり担当部署と
の意見交換や委員間討議、行政視察
を行い、これをもとに協議を重ね、６
月１６日に所管事務調査報告書を議
長に提出しました。

　令和６年１月の能登半島地震において、道路寸断等に
より集落の孤立が多発しました。総務文教常任委員会で
は、当市においても災害発生時には孤立する恐れのある
集落が存在するため、防災備蓄や道路状況など様々な視
点から、「災害時に孤立する恐れのある集落への対策｣が
必要との調査結果をまとめました。
　総務文教常任委員会全員の意見をまとめ、この報告内
容をもとに委員会質問を行いました。

行政視察における個別テーマ
☆令和６年10月 8～ 10日
・豪雨災害に伴う孤立集落の発生状況について
（福岡県朝倉市）
・豪雨災害対応、防災道の駅について
（福岡県うきは市）
・みんな de Bousaiまちづくり推進事業に
ついて（福岡県北九州市）

☆令和７年４月21～ 23日
・防災ＤＸ、ドローン飛行隊について
（愛知県豊橋市）
・災害発生時の対応について、防災学習センター
（愛知県豊田市）

議会だより第82号の
14ページをご覧ください

議会だより第84号の
12ページをご覧ください

市
民
の
命
・
財
産
を
守
る

　
　防
災
対
策
の
強
化
を

問  

発
災
時
に
孤
立
す
る
恐
れ
の
あ
る

集
落
へ
の
対
策
と
し
て
、
自
主
防
災
組

織
の
推
進
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答  

自
主
防
災
組
織
は
、
災
害
時
に

は
共
助
の
中
心
的
な
役
割
を
担
う
こ
と

に
な
る
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け

る
防
災
活
動
の
体
制
づ
く
り
へ
の
支
援

が
必
要
と
捉
え
て
、
防
災
士
資
格
取
得

の
支
援
及
び
研
修
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

問  

暖
房
器
具
や
薬
な
ど
の
物
資
の

移
送
手
段
を
含
め
た
冬
期
の
災
害
対
応

を
再
考
す
る
考
え
は
。

答  

冬
期
間
、
暖
房
器
具
は
必
須
で

あ
り
、
集
落
の
保
有
状
況
を
確
認
し
つ

つ
配
備
し
て
い
く
。
薬
は
個
人
で
備
え

る
こ
と
が
基
本
と
な
る
が
、
大
規
模
災

害
時
は
県
や
医
療
機
関
、
医
薬
品
卸
業

者
な
ど
の
協
力
の
も
と
で
必
要
医
薬
品

の
調
達
体
制
が
構
築
さ
れ
る
。
ま
た
、

災
害
に
よ
り
孤
立
し
た
地
域
で
必
要
と

な
る
物
資
は
、
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
て

上
空
か
ら
物
資
配
送
を
行
う
体
制
を
検

討
す
る
。

問  

ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
情
報
収

集
の
考
え
を
伺
う
。

答  

平
時
か
ら
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し

て
い
る
事
業
者
か
ら
の
協
力
が
必
要
と

捉
え
て
い
る
。
今
後
、
関
係
事
業
者
と

の
災
害
応
援
協
定
の
締
結
に
向
け
た
検

討
を
進
め
る
。

問  

市
民
に
よ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
投
稿
の
情

報
収
集
の
た
め
に
「
Ａ
Ｉ
情
報
収
集
シ

ス
テ
ム
」
を
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

答  

県
が
整
備
す
る
次
期
総
合
防
災

情
報
シ
ス
テ
ム
に
、
自
動
的
に
情
報
収

集
す
る
機
能
が
組
み
込
ま
れ
る
。
令
和

９
年
稼
働
予
定
で
あ
る
。

総合防災訓練（山内地域）



委員会質問委員会質問

1011 あなたと市議会　第85号　2025.11.1あなたと市議会　第85号　2025.11.1

土
田
　百
合
子
議
員

つ
ち
だ
　
ゆ
り
こ

問  

空
き
家
対
策
と
し
て
、
所
有
者

へ
固
定
資
産
税
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

や
解
体
費
用
の
試
算
が
で
き
る
旨
の
情

報
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
空
き
家
の
解

体
を
促
す
取
組
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答  

現
在
は
空
き
家
解
体
の
補
助
金

制
度
な
ど
を
納
税
通
知
書
と
一
緒
に
全

員
に
通
知
し
て
い
る
。
固
定
資
産
税
の

試
算
は
複
雑
で
あ
り
、
窓
口
に
お
越
し

い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
解
体
費
用
の

試
算
は
で
き
る
よ
う
に
検
討
し
た
い
。

問  

空
家
等
対
策
特
別
措
置
法
の
改

正
に
よ
り
民
間
事
業
者
が
参
入
し
や
す

い
環
境
が
で
き
た
が
、
市
の
取
組
は
。

答  

こ
れ
ま
で
個
人
情
報
保
護
法
の
観

点
か
ら
空
き
家
情
報
を
共
有
で
き
な
か
っ

た
が
、
所
有
者
の
了
承
が
得
ら
れ
れ
ば
民

間
団
体
と
連
携
し
、
問
題
解
決
と
地
域
活

性
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

●
ひ
き
こ
も
り
支
援
に
つ
い
て

問  

ひ
き
こ
も
り
は
初
期
の
対
応
が

大
切
で
あ
り
、
そ
の
家
族
と
の
相
談
が

必
要
だ
が
取
組
は
ど
う
か
。

答  

来
所
、電
話
、訪
問
や
電
子
メ
ー
ル

に
よ
り
相
談
を
行
っ
て
い
る
。こ
ど
も
・

若
者
相
談
窓
口
や
ふ
く
し
の
窓
口
で
相

談
を
受
け
る
ほ
か
、
支
援
機
関
同
士
の

連
携
を
調
整
し
て
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

問  

ひ
き
こ
も
り
当
事
者
は
、
収
入
や

生
活
資
金
に
不
安
が
あ
り
、
自
分
に
あ
っ

た
仕
事
を
探
し
て
い
る
。
就
労
体
験
で
き

る
職
場
が
な
い
の
が
実
状
で
、
就
労
支
援

の
取
組
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答  

実
態
を
把
握
の
う
え
、
他
部
署
と

連
携
し
な
が
ら
、
就
労
体
験
な
ど
、
自

立
に
向
け
た
伴
走
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

Y²ぷらざ内・こども・若者相談窓口
Yotte・Cotto（よって・こっと）

本
間

　利
博
議
員

ほ
ん
ま
　
と
し
ひ
ろ

厚生常任委員会質問

　喫緊の課題である、「空き家対策」
と「ひきこもり支援」について、１年
５カ月にわたり委員間討議、行政視
察を行い、これをもとに協議を重ね、
８月１８日に所管事務調査報告書を
議長に提出しました。

空
き
家
対
策
と

　
　ひ
き
こ
も
り
支
援
に
つ
い
て

　当市においても増加傾向にある空き家対策は、豪雪地
帯であることや地域への影響が大きいことなどから、喫
緊の課題となっています。
　また、令和５年度に15歳から64歳までの全世帯を対
象としてアンケート調査が実施されましたが、この調査
結果を受けて、ひきこもり支援の必要性が改めて認識さ
れることになりました。以上のことから、
　１．空き家対策　２．ひきこもり支援
について調査を実施し、調査結果をまとめました。
　厚生常任委員会委員全員の意見をまとめ、この報告内
容をもとに委員会質問を行いました。

行政視察における個別テーマ
☆令和６年10月 15～ 17日
・東海市空家等対策計画について
・ひきこもり支援センター設置事業について
（愛知県東海市）
・民間企業と連携した空き家対策について
（愛知県大府市）

☆令和７年７月２～４日
・いこま空き家流通促進プラットホームについて
・いこまる相談窓口といばしょ支援ステーションGIFT等
の取組について（奈良県生駒市）
※詳細は18ページをご覧ください。

議会だより第82号の
14ページをご覧ください

総務文教常任委員会質問

　災害時の孤立集落への対策につい
て、１年４カ月にわたり担当部署と
の意見交換や委員間討議、行政視察
を行い、これをもとに協議を重ね、６
月１６日に所管事務調査報告書を議
長に提出しました。

　令和６年１月の能登半島地震において、道路寸断等に
より集落の孤立が多発しました。総務文教常任委員会で
は、当市においても災害発生時には孤立する恐れのある
集落が存在するため、防災備蓄や道路状況など様々な視
点から、「災害時に孤立する恐れのある集落への対策｣が
必要との調査結果をまとめました。
　総務文教常任委員会全員の意見をまとめ、この報告内
容をもとに委員会質問を行いました。

行政視察における個別テーマ
☆令和６年10月 8～ 10日
・豪雨災害に伴う孤立集落の発生状況について
（福岡県朝倉市）
・豪雨災害対応、防災道の駅について
（福岡県うきは市）
・みんな de Bousaiまちづくり推進事業に
ついて（福岡県北九州市）

☆令和７年４月21～ 23日
・防災ＤＸ、ドローン飛行隊について
（愛知県豊橋市）
・災害発生時の対応について、防災学習センター
（愛知県豊田市）

議会だより第82号の
14ページをご覧ください

議会だより第84号の
12ページをご覧ください

市
民
の
命
・
財
産
を
守
る

　
　防
災
対
策
の
強
化
を

問  

発
災
時
に
孤
立
す
る
恐
れ
の
あ
る

集
落
へ
の
対
策
と
し
て
、
自
主
防
災
組

織
の
推
進
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答  

自
主
防
災
組
織
は
、
災
害
時
に

は
共
助
の
中
心
的
な
役
割
を
担
う
こ
と

に
な
る
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け

る
防
災
活
動
の
体
制
づ
く
り
へ
の
支
援

が
必
要
と
捉
え
て
、
防
災
士
資
格
取
得

の
支
援
及
び
研
修
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

問  

暖
房
器
具
や
薬
な
ど
の
物
資
の

移
送
手
段
を
含
め
た
冬
期
の
災
害
対
応

を
再
考
す
る
考
え
は
。

答  

冬
期
間
、
暖
房
器
具
は
必
須
で

あ
り
、
集
落
の
保
有
状
況
を
確
認
し
つ

つ
配
備
し
て
い
く
。
薬
は
個
人
で
備
え

る
こ
と
が
基
本
と
な
る
が
、
大
規
模
災

害
時
は
県
や
医
療
機
関
、
医
薬
品
卸
業

者
な
ど
の
協
力
の
も
と
で
必
要
医
薬
品

の
調
達
体
制
が
構
築
さ
れ
る
。
ま
た
、

災
害
に
よ
り
孤
立
し
た
地
域
で
必
要
と

な
る
物
資
は
、
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
て

上
空
か
ら
物
資
配
送
を
行
う
体
制
を
検

討
す
る
。

問  

ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
情
報
収

集
の
考
え
を
伺
う
。

答  

平
時
か
ら
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し

て
い
る
事
業
者
か
ら
の
協
力
が
必
要
と

捉
え
て
い
る
。
今
後
、
関
係
事
業
者
と

の
災
害
応
援
協
定
の
締
結
に
向
け
た
検

討
を
進
め
る
。

問  

市
民
に
よ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
投
稿
の
情

報
収
集
の
た
め
に
「
Ａ
Ｉ
情
報
収
集
シ

ス
テ
ム
」
を
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

答  

県
が
整
備
す
る
次
期
総
合
防
災

情
報
シ
ス
テ
ム
に
、
自
動
的
に
情
報
収

集
す
る
機
能
が
組
み
込
ま
れ
る
。
令
和

９
年
稼
働
予
定
で
あ
る
。

総合防災訓練（山内地域）



問  

令
和
５
年
度
よ
り
、
庁
舎
ま
で

の
移
動
負
担
を
軽
減
・
解
消
す
る
こ
と

を
目
的
に
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
利
用
し
た
リ

モ
ー
ト
相
談
窓
口
事
業
を
開
始
し
て
い

る
が
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
と
課
題
に
つ

い
て
伺
う
。

答  

サ
ー
ビ
ス
開
始
時
か
ら
現
在
ま
で

の
利
用
者
は
延
べ
18
人
と
な
っ
て
お
り
、

目
標
値
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
る
が
、

満
足
度
は
高
い
。
実
際
に
利
用
す
る
ま

で
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
こ
と
、
市
民
の

皆
様
に
広
く
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が

利
用
者
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
一
因
と
分

析
し
て
い
る
。
チ
ラ
シ
や
ポ
ス
タ
ー
で

の
周
知
や
、
市
が
実
施
し
て
い
る
各
種

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
案
内
資
料
へ
の
掲
載

な
ど
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

問  

デ
ジ
タ
ル
・
デ
バ
イ
ド
解
消
に

向
け
た
取
組
の
実
績
は
。

答  

令
和
４
年
度
か
ら
「
高
齢
者
向
け
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
座
」
を
実
施
し
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
延
べ
47
回
開
催
し
、
２
２
３
名

の
方
に
参
加
い
た
だ
い
て
い
る
。

問  

学
生
に
よ
る
ス
マ
ホ
講
座
や
ス

マ
ホ
以
外
の
デ
ジ
タ
ル
機
器
全
般
に
対

す
る
相
談
会
を
実
施
す
る
考
え
は
。

答  

講
座
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
な
内
容
が
良
い
の
か
引
き
続

き
吟
味
し
な
が
ら
、
様
々
な
方
法
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

●
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て

問  

市
民
の
皆
さ
ま
に
広
く
活
動
を

知
っ
て
も
ら
う
為
に
も
、
隊
員
に
よ
る
活

動
報
告
会
を
毎
年
開
催
し
て
は
ど
う
か
。

答  

毎
年
開
催
す
る
こ
と
と
し
、
今
年

度
は
11
月
に
Ａ
ｏ
ー
ｎ
ａ
に
お
い
て
開

催
を
予
定
し
て
い
る
。

デ
ジ
タ
ル
推
進
で

　
　市
民
生
活
の
利
便
性
向
上
を

市民の利便性を向上させる
リモート相談窓口事業

林

　
　一
輝
議
員

は
や
し
　
か
ず
き

問  

市
立
病
院
の
赤
字
解
消
策
と
し

て
診
療
報
酬
加
算
取
得
が
あ
る
が
、
職

員
の
資
格
取
得
な
ど
の
病
院
側
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
を
ど
う
保
障
し
て
い
く
の
か
。

答  

各
種
診
療
報
酬
加
算
に
つ
い
て

は
人
的
配
置
や
資
格
取
得
が
必
要
な
も

の
が
多
く
、
職
員
の
資
格
取
得
の
た
め

の
経
費
や
資
格
取
得
後
の
業
務
手
当
の

支
給
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

問  

介
護
・
福
祉
と
医
療
と
の
連
携

を
密
に
す
る
方
策
と
は
。

答  

入
退
院
支
援
室
の
設
置
で
介
護
・

福
祉
関
係
者
と
連
携
し
、
様
々
な
職
種

が
一
堂
に
会
し
て
情
報
交
換
を
行
う
こ

と
で
診
療
報
酬
に
結
び
つ
け
る
。

●「
ふ
く
し
の
窓
口
」
に
お
け
る
就
労

支
援
に
つ
い
て

問  

市
民
が
相
談
し
や
す
い
工
夫
と

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
は
ど
う
進
ん
で
い
る
か
。

答  

電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
事
前
予
約
で
、

待
ち
時
間
の
な
い
相
談
を
実
現
し
て
い

る
。
来
所
が
困
難
な
場
合
は
、
相
談
員

が
自
宅
に
訪
問
し
て
い
る
。
ま
た
、
相

談
者
の
ご
家
族
に
福
祉
の
介
入
が
必
要

と
判
断
さ
れ
る
方
が
い
た
場
合
は
、
ご

家
族
の
同
意
の
も
と
で
訪
問
し
て
い
る
。

●
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
に
つ
い
て

問  

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
は
来

年
４
月
か
ら
全
国
的
に
実
施
さ
れ
る
が
、

市
と
し
て
法
律
と
現
状
を
ど
う
捉
え
、

条
例
制
定
に
取
り
組
む
の
か
。

答  

利
用
者
は
徐
々
に
増
加
す
る
と
予

想
し
て
お
り
、
事
業
者
を
含
め
た
個
々

の
ニ
ー
ズ
を
考
慮
し
て
進
め
て
い
く
。

■
そ
の
他
の
質
問

●
会
計
年
度
任
用
職
員
の
待
遇
改
善
に

つ
い
て

ス
タ
ッ
フ
の
充
実
で

　
　市
立
病
院
の
経
営
強
化
を

介護施設の協力医療機関として
連携する市立大森病院

立
身
　万
千
子
議
員

た
つ
み
　
ま
ち
こ

７名の議員が市政を問う

！聞きたい
９月２～４日に一般質問が行われ、７名の議員が市民の皆さんの

生活にかかわる行政全般について質問をしました。

　一般質問の様子は、インターネット
でライブ中継しています。また、一部
を横手かまくらＦＭで生放送するほ
か、市議会ホームページで全ての一般
質問を録画中継でご覧いただけます。

二次元コードを読み取ると、動画をご覧いただけます。

二次元コード
読取

〜
一
般
質
問
と

委
員
会
質
問
と
の

違
い
と
は
〜

　一
般
質
問
は
、
議
員
が
市
政
全

般
に
わ
た
っ
て
、
市
に
対
し
て
事

務
の
執
行
状
況
や
将
来
の
方
針
な

ど
を
質
問
ま
た
は
報
告
・
説
明
を

求
め
る
こ
と
を
い
う
ん
だ
よ
。

　市
議
会
で
取
り
扱
う
問
題
は
数

も
多
い
し
、
内
容
も
多
岐
に
わ
た

る
か
ら
、
い
く
つ
か
の
部
門
に
分

け
て
専
門
的
に
詳
し
く
審
査
し
た

方
が
効
率
的
だ
よ
ね
。

　横
手
市
議
会
で
は
厚
生
・
産
業

建
設
・
総
務
文
教
の
３
つ
の
常
任

委
員
会
が
実
施
し
た
所
管
事
務
調

査
事
項
の
う
ち
、
議
長
へ
報
告
さ

れ
た
も
の
に
つ
い
て
、
質
問
で
き

る
こ
と
に
し
て
い
る
ん
だ
よ
。
こ

れ
を
委
員
会
質
問
と
い
う
ん
だ
。

◆ 林　　一輝　議員 … デジタル推進で市民生活の利便性向上を

◆ 立身万千子　議員 … スタッフの充実で市立病院の経営強化を

◆ 福田　　誠　議員 … 地域連携ポイント構想について

◆ 佐藤　誠洋　議員 … 大型２施設建設への反省と発想の転換を

◆ 菅原　正志　議員 … 大森浄化センターの安全性は確保されたか？

◆ 寿松木　孝　議員 … 大森浄化センター整備事業での念書について

◆ 鈴木　勝雄　議員 … 農業振興施策等対策について伺う
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　　　　　　　　　  の診療報酬に「上乗せ（加算）」した額を請求できる。
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問  

令
和
５
年
度
よ
り
、
庁
舎
ま
で

の
移
動
負
担
を
軽
減
・
解
消
す
る
こ
と

を
目
的
に
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
利
用
し
た
リ

モ
ー
ト
相
談
窓
口
事
業
を
開
始
し
て
い

る
が
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
と
課
題
に
つ

い
て
伺
う
。

答  

サ
ー
ビ
ス
開
始
時
か
ら
現
在
ま
で

の
利
用
者
は
延
べ
18
人
と
な
っ
て
お
り
、

目
標
値
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
る
が
、

満
足
度
は
高
い
。
実
際
に
利
用
す
る
ま

で
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
こ
と
、
市
民
の

皆
様
に
広
く
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が

利
用
者
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
一
因
と
分

析
し
て
い
る
。
チ
ラ
シ
や
ポ
ス
タ
ー
で

の
周
知
や
、
市
が
実
施
し
て
い
る
各
種

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
案
内
資
料
へ
の
掲
載

な
ど
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

問  

デ
ジ
タ
ル
・
デ
バ
イ
ド
解
消
に

向
け
た
取
組
の
実
績
は
。

答  

令
和
４
年
度
か
ら
「
高
齢
者
向
け
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
座
」
を
実
施
し
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
延
べ
47
回
開
催
し
、
２
２
３
名

の
方
に
参
加
い
た
だ
い
て
い
る
。

問  

学
生
に
よ
る
ス
マ
ホ
講
座
や
ス

マ
ホ
以
外
の
デ
ジ
タ
ル
機
器
全
般
に
対

す
る
相
談
会
を
実
施
す
る
考
え
は
。

答  

講
座
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
な
内
容
が
良
い
の
か
引
き
続

き
吟
味
し
な
が
ら
、
様
々
な
方
法
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

●
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て

問  

市
民
の
皆
さ
ま
に
広
く
活
動
を

知
っ
て
も
ら
う
為
に
も
、
隊
員
に
よ
る
活

動
報
告
会
を
毎
年
開
催
し
て
は
ど
う
か
。

答  

毎
年
開
催
す
る
こ
と
と
し
、
今
年

度
は
11
月
に
Ａ
ｏ
ー
ｎ
ａ
に
お
い
て
開

催
を
予
定
し
て
い
る
。

デ
ジ
タ
ル
推
進
で

　
　市
民
生
活
の
利
便
性
向
上
を

市民の利便性を向上させる
リモート相談窓口事業

林

　
　一
輝
議
員

は
や
し
　
か
ず
き

問  

市
立
病
院
の
赤
字
解
消
策
と
し

て
診
療
報
酬
加
算
取
得
が
あ
る
が
、
職

員
の
資
格
取
得
な
ど
の
病
院
側
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
を
ど
う
保
障
し
て
い
く
の
か
。

答  

各
種
診
療
報
酬
加
算
に
つ
い
て

は
人
的
配
置
や
資
格
取
得
が
必
要
な
も

の
が
多
く
、
職
員
の
資
格
取
得
の
た
め

の
経
費
や
資
格
取
得
後
の
業
務
手
当
の

支
給
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

問  

介
護
・
福
祉
と
医
療
と
の
連
携

を
密
に
す
る
方
策
と
は
。

答  

入
退
院
支
援
室
の
設
置
で
介
護
・

福
祉
関
係
者
と
連
携
し
、
様
々
な
職
種

が
一
堂
に
会
し
て
情
報
交
換
を
行
う
こ

と
で
診
療
報
酬
に
結
び
つ
け
る
。

●「
ふ
く
し
の
窓
口
」
に
お
け
る
就
労

支
援
に
つ
い
て

問  
市
民
が
相
談
し
や
す
い
工
夫
と

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
は
ど
う
進
ん
で
い
る
か
。

答  
電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
事
前
予
約
で
、

待
ち
時
間
の
な
い
相
談
を
実
現
し
て
い

る
。
来
所
が
困
難
な
場
合
は
、
相
談
員

が
自
宅
に
訪
問
し
て
い
る
。
ま
た
、
相

談
者
の
ご
家
族
に
福
祉
の
介
入
が
必
要

と
判
断
さ
れ
る
方
が
い
た
場
合
は
、
ご

家
族
の
同
意
の
も
と
で
訪
問
し
て
い
る
。

●
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
に
つ
い
て

問  

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
は
来

年
４
月
か
ら
全
国
的
に
実
施
さ
れ
る
が
、

市
と
し
て
法
律
と
現
状
を
ど
う
捉
え
、

条
例
制
定
に
取
り
組
む
の
か
。

答  

利
用
者
は
徐
々
に
増
加
す
る
と
予

想
し
て
お
り
、
事
業
者
を
含
め
た
個
々

の
ニ
ー
ズ
を
考
慮
し
て
進
め
て
い
く
。

■
そ
の
他
の
質
問

●
会
計
年
度
任
用
職
員
の
待
遇
改
善
に

つ
い
て

ス
タ
ッ
フ
の
充
実
で

　
　市
立
病
院
の
経
営
強
化
を

介護施設の協力医療機関として
連携する市立大森病院

立
身
　万
千
子
議
員

た
つ
み
　
ま
ち
こ

７名の議員が市政を問う

！聞きたい
９月２～４日に一般質問が行われ、７名の議員が市民の皆さんの

生活にかかわる行政全般について質問をしました。

　一般質問の様子は、インターネット
でライブ中継しています。また、一部
を横手かまくらＦＭで生放送するほ
か、市議会ホームページで全ての一般
質問を録画中継でご覧いただけます。

二次元コードを読み取ると、動画をご覧いただけます。

二次元コード
読取

〜
一
般
質
問
と

委
員
会
質
問
と
の

違
い
と
は
〜

　一
般
質
問
は
、
議
員
が
市
政
全

般
に
わ
た
っ
て
、
市
に
対
し
て
事

務
の
執
行
状
況
や
将
来
の
方
針
な

ど
を
質
問
ま
た
は
報
告
・
説
明
を

求
め
る
こ
と
を
い
う
ん
だ
よ
。

　市
議
会
で
取
り
扱
う
問
題
は
数

も
多
い
し
、
内
容
も
多
岐
に
わ
た

る
か
ら
、
い
く
つ
か
の
部
門
に
分

け
て
専
門
的
に
詳
し
く
審
査
し
た

方
が
効
率
的
だ
よ
ね
。

　横
手
市
議
会
で
は
厚
生
・
産
業

建
設
・
総
務
文
教
の
３
つ
の
常
任

委
員
会
が
実
施
し
た
所
管
事
務
調

査
事
項
の
う
ち
、
議
長
へ
報
告
さ

れ
た
も
の
に
つ
い
て
、
質
問
で
き

る
こ
と
に
し
て
い
る
ん
だ
よ
。
こ

れ
を
委
員
会
質
問
と
い
う
ん
だ
。

◆ 林　　一輝　議員 … デジタル推進で市民生活の利便性向上を

◆ 立身万千子　議員 … スタッフの充実で市立病院の経営強化を

◆ 福田　　誠　議員 … 地域連携ポイント構想について

◆ 佐藤　誠洋　議員 … 大型２施設建設への反省と発想の転換を

◆ 菅原　正志　議員 … 大森浄化センターの安全性は確保されたか？

◆ 寿松木　孝　議員 … 大森浄化センター整備事業での念書について

◆ 鈴木　勝雄　議員 … 農業振興施策等対策について伺う

13ページ

14ページ

15ページ
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な
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※２ 診療報酬加算取得…医療機関で受けた医療行為は全国一律の金額（診療報酬）が決められているが、特定の資格をもった看護師等を配置することで通常
　　　　　　　　　  の診療報酬に「上乗せ（加算）」した額を請求できる。

※１ デジタル・デバイド…インターネットやパソコン等の情報通信技術を利用できる者と、利用できない者との間に生じる情報格差のこと。

※３ こども誰でも通園制度…保護者の就労要件を問わず、生後６カ月から３歳未満の全ての子どもが、月に一定時間、保育所などにおいて時間単位で利用
　　　　　　　　　　　  できる新たな制度のこと。

一 般 質 問一 般 質 問
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問  

大
森
浄
化
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
に

関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
に
よ
る
、
公

共
施
設
と
し
て
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う

報
告
を
受
け
て
の
市
長
の
所
感
を
伺
う
。

答  

現
在
は
漏
水
も
な
く
、
補
修
は

完
了
し
て
い
る
も
の
と
判
断
し
て
い
る
。

供
用
開
始
が
遅
れ
市
民
の
皆
さ
ま
に
不

安
を
与
え
て
し
ま
っ
た
こ
と
、
こ
の
工

事
に
関
し
て
は
胸
を
張
れ
る
よ
う
な
完

成
で
は
な
か
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
報
告

書
で
指
摘
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ

た
こ
と
は
、
大
変
残
念
に
思
っ
て
い
る
。

問  

善
後
策
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答  

漏
水
に
つ
い
て
は
、
経
過
観
察

に
努
め
適
宜
対
応
し
て
い
く
。
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
状
態
に
つ
い
て
は
、
第
三
者

か
ら
の
助
言
等
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

専
門
機
関
と
契
約
締
結
す
る
予
定
で
あ

る
。
ま
た
、
工
事
事
務
手
続
き
の
不
備

等
が
発
生
し
な
い
よ
う
適
正
な
リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
の
再
構
築
を
図
り
、

組
織
全
体
で
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
意
識

を
高
め
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
に
努
め
る
。

問  

報
告
書
で
は
、
水
漏
れ
と
耐
震
強

度
の
不
安
な
ど
に
つ
い
て
記
載
し
て
い

る
が
、
建
物
の
強
度
に
直
結
す
る
一
番

大
事
な
水
槽
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
計

画
書
と
工
事
立
会
の
実
施
が
確
認
で
き

な
か
っ
た
。
大
森
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
稼

働
に
係
る
議
案
が
上
程
さ
れ
る
予
定
だ

が
、
ど
こ
で
稼
働
の
判
断
を
し
た
の
か
。

答  

不
具
合
に
つ
い
て
は
技
術
的
に

最
大
限
の
補
修
工
事
を
行
い
、
水
槽
内

部
か
ら
外
部
へ
の
漏
水
は
完
全
に
止

ま
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
明
日

か
ら
で
も
供
用
開
始
で
き
る
と
考
え
て

い
る
。

大
森
浄
化
セ
ン
タ
ー
の

　
安
全
性
は
確
保
さ
れ
た
か
？

大森浄化センター調査特別委員会
による現地確認（令和７年５月）

菅
原

　正
志
議
員

す
が
わ
ら
　
た
だ
し

問  

地
域
共
通
ブ
ラ
ン
ド
を
観
光
・

商
店
街
・
福
祉
・
デ
ジ
タ
ル
を
結
ぶ
共

通
ポ
イ
ン
ト
事
業
と
し
て
活
用
す
る
考

え
に
つ
い
て
伺
う
。

答  

相
応
の
導
入
コ
ス
ト
の
ほ
か
、

ポ
イ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
維
持
管
理
な
ど

の
運
用
コ
ス
ト
が
か
か
る
だ
け
で
は
な

く
、
利
用
者
の
獲
得
や
定
着
の
難
し
さ

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
は
検
討

は
し
て
い
な
い
。

問  

図
書
館
利
用
や
健
康
イ
ベ
ン
ト

参
加
、
商
店
街
で
の
買
い
物
な
ど
を
対

象
に
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る
仕
組
み
の

導
入
の
可
能
性
に
つ
い
て
伺
う
。

答  

デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
ポ
イ
ン
ト

付
与
に
限
ら
ず
、
目
的
に
応
じ
て
ど
の

よ
う
な
手
法
が
最
適
な
の
か
検
討
す
る
。

●
横
手
市
の
教
育
に
つ
い
て

問  

令
和
７
年
全
国
学
力
テ
ス
ト
の

結
果
分
析
と
課
題
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
受
け
止
め
て
い
る
の
か
。

答  

正
答
率
に
着
目
す
る
だ
け
で
な

く
、
一
人
ひ
と
り
の
学
習
状
況
の
改
善

に
役
立
て
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

問  

子
ど
も
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・

ネ
ッ
ト
利
用
の
適
正
化
に
つ
い
て
、
他

自
治
体
の
よ
う
に
、
条
例
制
定
や
ル
ー

ル
化
の
可
能
性
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答  

現
在
の
と
こ
ろ
、
条
例
制
定
や

ル
ー
ル
化
す
る
と
い
っ
た
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
が
、
今
後
と
も
、
市
と
し
て

小
中
学
生
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
利

用
実
態
の
把
握
と
、
適
正
な
指
導
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

■
そ
の
他
の
質
問

●
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

地
域
連
携
ポ
イ
ン
ト

　
　
　
　
構
想
に
つ
い
て

明るくにぎやかな商店街の
イメージ（AI 生成画像）

福
田

　
　誠
議
員

ふ
く
だ
　
ま
こ
と

問  

新
体
育
館
建
設
で
37
億
円
の
国

土
強
靭
化
債
が
見
込
め
な
く
な
っ
た
原

因
は
何
だ
っ
た
の
か
。

答  

令
和
５
年
度
当
初
予
算
に
見
込
ん

で
い
た
国
土
強
靭
化
債
は
、
令
和
５
年

12
月
の
市
債
借
入
手
続
き
の
際
、国
か
ら
、

国
の
補
正
予
算
に
の
み
対
応
し
て
い
た

と
の
説
明
を
受
け
、
活
用
で
き
な
い
こ

と
と
な
っ
た
。
事
業
財
源
見
通
し
で
は
、

最
終
的
に
、
横
手
体
育
館
建
設
事
業
の

市
の
実
質
負
担
額
が
計
画
よ
り
２
億
３

千
万
円
低
く
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

問  

新
体
育
館
建
設
は
年
度
末
で
完
了

で
き
る
の
か
。人
件
費
、資
材
費
高
騰
で
、

地
元
業
者
が
難
儀
し
て
い
な
い
か
。

答  

来
年
３
月
で
完
成
の
見
通
し
だ
。

作
業
工
程
の
効
率
化
な
ど
に
よ
り
、
増

額
は
な
い
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

問  
新
市
民
会
館
建
設
は
一
時
中
断

し
て
い
る
が
、
受
領
済
の
補
助
金
返
還

の
心
配
は
な
い
の
か
。

答  

補
助
金
１
億
円
で
既
存
施
設
解

体
と
造
成
工
事
を
行
っ
た
。
現
時
点
で
、

補
助
金
返
還
の
話
は
な
い
。

問  

新
市
民
会
館
建
設
の
見
通
し
は
。

答  

基
金
を
設
置
し
、
財
源
確
保
や
整

備
手
法
の
検
討
を
幅
広
く
行
っ
て
い
る
。

問  

人
口
減
少
に
合
わ
せ
新
市
民
会

館
の
規
模
を
縮
小
し
、
五
百
人
規
模
の

ホ
ー
ル
建
設
を
目
指
す
べ
き
で
は
な
い

か
。
そ
の
う
え
で
、
秋
田
ふ
る
さ
と
村

の
ド
ー
ム
劇
場
と
連
携
・
住
み
分
け
し

て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
現
体
育
館
は
壊

さ
ず
、
雨
天
で
も
利
用
出
来
る
屋
内
ス

ポ
ー
ツ
施
設
に
転
換
し
て
は
ど
う
か
。

答  

提
案
を
参
考
に
さ
せ
て
も
ら
う
。

大
型
２
施
設
建
設
へ
の

　
　
反
省
と
発
想
の
転
換
を

一時中断となっている
新市民会館の建設予定地

佐
藤

　誠
洋
議
員

さ
と
う
　
ま
さ
ひ
ろ

問  

大
森
浄
化
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

の
百
条
委
員
会
の
報
告
書
に
、
建
築
Ｊ

Ｖ
に
対
し
て
市
長
名
の
念
書
が
提
出
さ

れ
て
い
る
と
の
記
載
が
あ
る
が
、
そ
れ

に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
伺
う
。

答  

市
か
ら
念
書
を
提
出
し
た
経
緯

は
水
槽
工
事
の
不
具
合
に
起
因
す
る
建

築
部
分
の
不
具
合
に
関
し
て
は
、
建
築

工
事
へ
の
追
完
請
求
を
行
わ
な
い
と
し

た
も
の
で
、
事
業
の
円
滑
な
進
捗
を
図

る
た
め
に
提
出
し
た
。
市
と
し
て
不
利

益
を
被
る
内
容
で
は
な
い
と
の
判
断
で

念
書
の
提
出
を
し
た
。

問  

こ
の
念
書
の
提
出
は
、
市
長
が

同
意
し
た
中
で
提
出
し
た
も
の
か
。

答  

提
出
し
た
後
で
報
告
を
受
け
た
。

問  

市
長
は
こ
の
念
書
に
つ
い
て
問

題
な
い
も
の
と
の
認
識
か
。

答  

内
容
的
に
は
問
題
な
い
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。

問  

一
般
的
に
公
共
施
設
の
建
設
に

念
書
が
提
出
さ
れ
る
こ
と
は
考
え
ら
れ

な
い
。
法
的
な
根
拠
か
ら
も
問
題
な
い

も
の
と
の
認
識
か
。

答  

念
書
は
契
約
書
、
覚
書
な
ど
と

共
に
契
約
締
結
の
一
つ
と
さ
れ
て
お
り
、

特
に
問
題
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

問  

も
し
、
水
槽
工
事
に
起
因
す
る

不
具
合
に
よ
り
建
物
が
毀
損
さ
れ
た
場

合
、
修
繕
費
は
誰
が
負
担
す
る
の
か
。

答  

仮
に
不
具
合
が
発
生
し
た
場
合

は
、
関
係
者
間
で
確
認
し
、
顧
問
弁
護

士
に
そ
の
都
度
相
談
し
て
対
処
す
る
。

■
そ
の
他
の
質
問

●
市
長
・
副
市
長
・
教
育
長
の
特
別
職

給
与
に
つ
い
て

大
森
浄
化
セ
ン
タ
ー

　
整
備
事
業
で
の
念
書
に
つ
い
て

水槽の不良工事が指摘されている
大森浄化センター

寿
松
木

　孝
議
員

す
ず
き
　
こ
う
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問  

大
森
浄
化
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
に

関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
に
よ
る
、
公

共
施
設
と
し
て
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う

報
告
を
受
け
て
の
市
長
の
所
感
を
伺
う
。

答  

現
在
は
漏
水
も
な
く
、
補
修
は

完
了
し
て
い
る
も
の
と
判
断
し
て
い
る
。

供
用
開
始
が
遅
れ
市
民
の
皆
さ
ま
に
不

安
を
与
え
て
し
ま
っ
た
こ
と
、
こ
の
工

事
に
関
し
て
は
胸
を
張
れ
る
よ
う
な
完

成
で
は
な
か
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
報
告

書
で
指
摘
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ

た
こ
と
は
、
大
変
残
念
に
思
っ
て
い
る
。

問  

善
後
策
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答  

漏
水
に
つ
い
て
は
、
経
過
観
察

に
努
め
適
宜
対
応
し
て
い
く
。
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
状
態
に
つ
い
て
は
、
第
三
者

か
ら
の
助
言
等
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

専
門
機
関
と
契
約
締
結
す
る
予
定
で
あ

る
。
ま
た
、
工
事
事
務
手
続
き
の
不
備

等
が
発
生
し
な
い
よ
う
適
正
な
リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
の
再
構
築
を
図
り
、

組
織
全
体
で
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
意
識

を
高
め
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
に
努
め
る
。

問  

報
告
書
で
は
、
水
漏
れ
と
耐
震
強

度
の
不
安
な
ど
に
つ
い
て
記
載
し
て
い

る
が
、
建
物
の
強
度
に
直
結
す
る
一
番

大
事
な
水
槽
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
計

画
書
と
工
事
立
会
の
実
施
が
確
認
で
き

な
か
っ
た
。
大
森
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
稼

働
に
係
る
議
案
が
上
程
さ
れ
る
予
定
だ

が
、
ど
こ
で
稼
働
の
判
断
を
し
た
の
か
。

答  

不
具
合
に
つ
い
て
は
技
術
的
に

最
大
限
の
補
修
工
事
を
行
い
、
水
槽
内

部
か
ら
外
部
へ
の
漏
水
は
完
全
に
止

ま
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
明
日

か
ら
で
も
供
用
開
始
で
き
る
と
考
え
て

い
る
。

大
森
浄
化
セ
ン
タ
ー
の

　
安
全
性
は
確
保
さ
れ
た
か
？

大森浄化センター調査特別委員会
による現地確認（令和７年５月）

菅
原

　正
志
議
員

す
が
わ
ら
　
た
だ
し

問  

地
域
共
通
ブ
ラ
ン
ド
を
観
光
・

商
店
街
・
福
祉
・
デ
ジ
タ
ル
を
結
ぶ
共

通
ポ
イ
ン
ト
事
業
と
し
て
活
用
す
る
考

え
に
つ
い
て
伺
う
。

答  

相
応
の
導
入
コ
ス
ト
の
ほ
か
、

ポ
イ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
維
持
管
理
な
ど

の
運
用
コ
ス
ト
が
か
か
る
だ
け
で
は
な

く
、
利
用
者
の
獲
得
や
定
着
の
難
し
さ

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
は
検
討

は
し
て
い
な
い
。

問  

図
書
館
利
用
や
健
康
イ
ベ
ン
ト

参
加
、
商
店
街
で
の
買
い
物
な
ど
を
対

象
に
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る
仕
組
み
の

導
入
の
可
能
性
に
つ
い
て
伺
う
。

答  

デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
ポ
イ
ン
ト

付
与
に
限
ら
ず
、
目
的
に
応
じ
て
ど
の

よ
う
な
手
法
が
最
適
な
の
か
検
討
す
る
。

●
横
手
市
の
教
育
に
つ
い
て

問  

令
和
７
年
全
国
学
力
テ
ス
ト
の

結
果
分
析
と
課
題
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
受
け
止
め
て
い
る
の
か
。

答  

正
答
率
に
着
目
す
る
だ
け
で
な

く
、
一
人
ひ
と
り
の
学
習
状
況
の
改
善

に
役
立
て
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

問  

子
ど
も
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・

ネ
ッ
ト
利
用
の
適
正
化
に
つ
い
て
、
他

自
治
体
の
よ
う
に
、
条
例
制
定
や
ル
ー

ル
化
の
可
能
性
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答  

現
在
の
と
こ
ろ
、
条
例
制
定
や

ル
ー
ル
化
す
る
と
い
っ
た
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
が
、
今
後
と
も
、
市
と
し
て

小
中
学
生
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
利

用
実
態
の
把
握
と
、
適
正
な
指
導
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

■
そ
の
他
の
質
問

●
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

地
域
連
携
ポ
イ
ン
ト

　
　
　
　
構
想
に
つ
い
て

明るくにぎやかな商店街の
イメージ（AI 生成画像）

福
田

　
　誠
議
員

ふ
く
だ
　
ま
こ
と

問  

新
体
育
館
建
設
で
37
億
円
の
国

土
強
靭
化
債
が
見
込
め
な
く
な
っ
た
原

因
は
何
だ
っ
た
の
か
。

答  

令
和
５
年
度
当
初
予
算
に
見
込
ん

で
い
た
国
土
強
靭
化
債
は
、
令
和
５
年

12
月
の
市
債
借
入
手
続
き
の
際
、国
か
ら
、

国
の
補
正
予
算
に
の
み
対
応
し
て
い
た

と
の
説
明
を
受
け
、
活
用
で
き
な
い
こ

と
と
な
っ
た
。
事
業
財
源
見
通
し
で
は
、

最
終
的
に
、
横
手
体
育
館
建
設
事
業
の

市
の
実
質
負
担
額
が
計
画
よ
り
２
億
３

千
万
円
低
く
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

問  

新
体
育
館
建
設
は
年
度
末
で
完
了

で
き
る
の
か
。人
件
費
、資
材
費
高
騰
で
、

地
元
業
者
が
難
儀
し
て
い
な
い
か
。

答  

来
年
３
月
で
完
成
の
見
通
し
だ
。

作
業
工
程
の
効
率
化
な
ど
に
よ
り
、
増

額
は
な
い
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

問  

新
市
民
会
館
建
設
は
一
時
中
断

し
て
い
る
が
、
受
領
済
の
補
助
金
返
還

の
心
配
は
な
い
の
か
。

答  

補
助
金
１
億
円
で
既
存
施
設
解

体
と
造
成
工
事
を
行
っ
た
。
現
時
点
で
、

補
助
金
返
還
の
話
は
な
い
。

問  

新
市
民
会
館
建
設
の
見
通
し
は
。

答  

基
金
を
設
置
し
、
財
源
確
保
や
整

備
手
法
の
検
討
を
幅
広
く
行
っ
て
い
る
。

問  

人
口
減
少
に
合
わ
せ
新
市
民
会

館
の
規
模
を
縮
小
し
、
五
百
人
規
模
の

ホ
ー
ル
建
設
を
目
指
す
べ
き
で
は
な
い

か
。
そ
の
う
え
で
、
秋
田
ふ
る
さ
と
村

の
ド
ー
ム
劇
場
と
連
携
・
住
み
分
け
し

て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
現
体
育
館
は
壊

さ
ず
、
雨
天
で
も
利
用
出
来
る
屋
内
ス

ポ
ー
ツ
施
設
に
転
換
し
て
は
ど
う
か
。

答  

提
案
を
参
考
に
さ
せ
て
も
ら
う
。

大
型
２
施
設
建
設
へ
の

　
　
反
省
と
発
想
の
転
換
を

一時中断となっている
新市民会館の建設予定地

佐
藤

　誠
洋
議
員

さ
と
う
　
ま
さ
ひ
ろ

問  

大
森
浄
化
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

の
百
条
委
員
会
の
報
告
書
に
、
建
築
Ｊ

Ｖ
に
対
し
て
市
長
名
の
念
書
が
提
出
さ

れ
て
い
る
と
の
記
載
が
あ
る
が
、
そ
れ

に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
伺
う
。

答  

市
か
ら
念
書
を
提
出
し
た
経
緯

は
水
槽
工
事
の
不
具
合
に
起
因
す
る
建

築
部
分
の
不
具
合
に
関
し
て
は
、
建
築

工
事
へ
の
追
完
請
求
を
行
わ
な
い
と
し

た
も
の
で
、
事
業
の
円
滑
な
進
捗
を
図

る
た
め
に
提
出
し
た
。
市
と
し
て
不
利

益
を
被
る
内
容
で
は
な
い
と
の
判
断
で

念
書
の
提
出
を
し
た
。

問  

こ
の
念
書
の
提
出
は
、
市
長
が

同
意
し
た
中
で
提
出
し
た
も
の
か
。

答  

提
出
し
た
後
で
報
告
を
受
け
た
。

問  

市
長
は
こ
の
念
書
に
つ
い
て
問

題
な
い
も
の
と
の
認
識
か
。

答  
内
容
的
に
は
問
題
な
い
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。

問  

一
般
的
に
公
共
施
設
の
建
設
に

念
書
が
提
出
さ
れ
る
こ
と
は
考
え
ら
れ

な
い
。
法
的
な
根
拠
か
ら
も
問
題
な
い

も
の
と
の
認
識
か
。

答  

念
書
は
契
約
書
、
覚
書
な
ど
と

共
に
契
約
締
結
の
一
つ
と
さ
れ
て
お
り
、

特
に
問
題
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

問  

も
し
、
水
槽
工
事
に
起
因
す
る

不
具
合
に
よ
り
建
物
が
毀
損
さ
れ
た
場

合
、
修
繕
費
は
誰
が
負
担
す
る
の
か
。

答  

仮
に
不
具
合
が
発
生
し
た
場
合

は
、
関
係
者
間
で
確
認
し
、
顧
問
弁
護

士
に
そ
の
都
度
相
談
し
て
対
処
す
る
。

■
そ
の
他
の
質
問

●
市
長
・
副
市
長
・
教
育
長
の
特
別
職

給
与
に
つ
い
て

大
森
浄
化
セ
ン
タ
ー

　
整
備
事
業
で
の
念
書
に
つ
い
て

水槽の不良工事が指摘されている
大森浄化センター

寿
松
木

　孝
議
員

す
ず
き
　
こ
う

一 般 質 問一 般 質 問
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視
察
を
終
え
て

産業建設常任委員会 ６月30日～７月２日

先
進
地
か
ら
学
ぶ (

行
政
視
察
報
告
）

持
続
可
能
な

　
　イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
を

新
潟
県
三
条
市

視
察
を
終
え
て

■
施
設
維
持
管
理
の
包
括
的
民
間
委
託

　
三
条
市
で
は
、
急
速
に
老
朽
化
が
進
む

多
数
の
イ
ン
フ
ラ
が
存
在
し
、
官
民
共
に

担
い
手
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今

ま
で
市
役
所
が
行
っ
て
い
た
道
路
や
公
園

な
ど
の
維
持
管
理
に
関
す
る
業
務
の
一
部

を
、
民
間
事
業
者
に
包
括
的
に
委
託
し
て

い
る
。

▼
民
間
に
と
っ
て
は
年
間
を
通
じ
て
計
画
を
立
て
ら

れ
、
採
用
面
を
含
め
て
企
業
の
育
成
に
も
繋
が
る

施
策
で
あ
っ
た
。

▼
個
別
の
工
事
ご
と
で

は
な
く
総
合
的
に
予

算
化
さ
れ
る
た
め
、

ず
れ
の
な
い
予
算
に

す
る
に
は
細
か
い
積

み
上
げ
と
実
績
の
正

確
な
把
握
が
求
め
ら

れ
る
。

▼
持
続
可
能
な
イ
ン
フ

ラ
の
維
持
管
理
に
は
、

官
民
の
よ
り
良
い
連

携
が
今
後
益
々
重
要

に
な
る
と
感
じ
た
。

問  

７
月
か
ら
の
水
不
足
対
策
の
内
容

と
対
象
期
間
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答  

６
月
以
降
の
少
雨
に
伴
う
農
業

用
水
不
足
へ
の
対
策
と
し
て
、
市
内
の

農
業
者
及
び
農
業
法
人
等
を
対
象
に
、

市
単
独
事
業
と
し
て
ポ
ン
プ
の
購
入
費

や
借
り
上
げ
料
な
ど
の
総
額
の
½
以
内

を
補
助
す
る
「
水
稲
渇
水
対
策
事
業
」

を
実
施
し
て
い
る
。
事
業
対
象
期
間
は

７
月
15
日
か
ら
９
月
５
日
ま
で
で
あ
る
。

問  

国
・
県
の
水
不
足
対
策
と
市
単

独
事
業
と
の
関
わ
り
は
ど
う
な
る
の
か
。

答  

現
在
県
で
も
井
戸
の
設
置
や
ポ

ン
プ
の
リ
ー
ス
及
び
購
入
費
、
燃
料
費

な
ど
、
農
業
用
水
の
確
保
対
策
に
係
る

経
費
の
支
援
事
業
に
つ
い
て
、
県
議
会

へ
の
提
案
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

国
事
業
は
、
土
地
改
良
区
や
水
利
組
合

を
対
象
に
、
農
業
用
水
確
保
対
策
に
係

る
経
費
の
½
を
補
助
す
る
も
の
で
あ
り
、

国
・
県
事
業
と
歩
調
を
合
わ
せ
る
形
で

補
正
予
算
の
追
加
提
案
を
予
定
し
て
い

る
。

問  

５
年
水
張
り
ル
ー
ル
と
連
作
障
害

の
防
止
対
策
等
の
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

答  

水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金

に
係
る
交
付
対
象
水
田
の
５
年
水
張
り

ル
ー
ル
は
、
国
の
制
度
改
正
に
よ
り
、

令
和
７
年
度
か
ら
連
作
障
害
回
避
の
取

組
を
行
っ
た
場
合
も
交
付
対
象
と
な
っ

た
。
取
組
の
内
容
に
つ
い
て
は
市
農
業

再
生
協
議
会
で
検
討
し
、
取
組
事
例
の

チ
ラ
シ
を
農
業
者
へ
周
知
し
て
い
る
。

ま
た
、
自
費
で
水
張
り
等
を
行
っ
た
農

業
者
が
不
利
益
を
被
る
こ
と
が
な
い
よ

う
、
国
に
対
応
を
求
め
て
い
く
。

農
業
振
興
施
策
等

　
　対
策
に
つ
い
て
伺
う

少雨によりひび割れが
発生した水田

鈴
木

　勝
雄
議
員

す
ず
き
　
か
つ
お

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

　
　 受
入
推
進
事
業
に
学
ぶ

新
潟
県
燕
市

■
産
学
官
金
連
携
で
行
う

   

「
つ
ば
め
産
学
協
創
ス
ク
エ
ア
事
業
」

「
公
益
社
団
法
人
つ
ば
め
い
と
」
が
市
か

ら
委
託
を
受
け
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

し
て
学
生
・
大
学
と
燕
市
内
企
業
を
繋

ぎ
、
こ
こ
で
し
か
で
き
な
い
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
の
提
案
を
し
て
い
る
。

▼
市
の
委
託
料
で
企
業
の
有
志
が
設
立
し
た
公
益

社
団
法
人
が
運
営
。
行
政
の
人
手
不
足
が
進
行

す
る
中
で
、
こ
の
よ

う
な
外
部
委
託
は
非

常
に
有
効
で
あ
る
。

▼
地
元
企
業
か
ら
の
寄

付
金
で
建
設
し
た
、

学
生
が
滞
在
で
き
る
簡

易
宿
泊
施
設
を
軸
と

し
た
ま
ち
づ
く
り
が
民

間
の
力
で
行
わ
れ
て
い

る
。
ま
ち
づ
く
り
に
は
、

行
政
か
ら
補
助
金
が

あ
り
、
官
民
連
携
と
し

て
理
想
的
だ
と
感
じ
た
。

産業建設常任委員会 ６月30日～７月２日

次
世
代
農
業
推
進

　
　
　 拠
点
施
設
の
取
組
は

新
潟
県
長
岡
市

視
察
を
終
え
て

■
ス
マ
ー
ト
ア
グ
リ
長
岡
の
取
組

　
農
業
の
労
働
力
不
足
解
消
な
ど
の
た

め
、
ド
ロ
ー
ン
な
ど
の
ス
マ
ー
ト
農
機
を

体
験
で
き
る
拠
点
と
し
て
ス
マ
ー
ト
ア
グ

リ
長
岡
が
設
置
さ
れ
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど
を

活
用
し
、
環
境
負
荷
を
抑
え
て
高
品
質
な

作
物
を
栽
培
す
る
次
世
代
園
芸
施
設
等
も

整
備
さ
れ
て
い
る
。

▼
当
市
に
お
い
て
も
、
農
業
者
の
高
齢
化
、
担
い
手

不
足
は
大
き
な
問
題
で
あ
り
、
農
作
業
の
効
率
化

の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
。
ス
マ
ー
ト
農
機
体
験

施
設
の
整
備
ま
で
は

不
要
だ
が
、
農
家
・

非
農
家
問
わ
ず
、
ス

マ
ー
ト
農
機
に
触
れ

る
機
会
は
広
げ
て
い

く
べ
き
と
思
う
。

▼
ス
マ
ー
ト
農
機
導
入

の
際
、
重
要
と
な
る

の
は
昔
か
ら
農
業
を

し
て
い
る
方
た
ち
の

理
解
と
の
話
が
印
象

的
だ
っ
た
。

農
業
副
産
物
の

　
　
　 再
利
用
で
課
題
解
決

株
式
会
社
あ
か
り
テ
ッ
ク （
新
潟
県
見
附
市
）

視
察
を
終
え
て

■
も
み
殻
バ
イ
オ
事
業
に
つ
い
て

　
米
の
産
地
で
あ
れ
ば
ど
こ
で
も
処
理
の

問
題
を
抱
え
て
い
る
も
み
殻
を
専
用
の
ボ

イ
ラ
ー
で
焼
却
し
、
製
造
し
た
く
ん
炭
を

土
壌
改
良
剤
と
し
て
販
売
す
る
事
業
を
民

間
企
業
が
行
っ
て
い
る
。
農
業
法
人
と
の

協
力
体
制
を
構
築
し
、
黒
字
収
支
を
実
現

し
て
い
る
。

▼
大
き
な
施
設
を
建
設
す
る
の
で
は
な
く
、
小
規
模

な
施
設
を
各
地
に
建
て
る
べ
き
と
の
代
表
者
の
話

が
印
象
的
だ
っ
た
。

▼
農
家
に
紹
介
で

き
、
導
入
し
て
も

ら
い
や
す
く
採
算

が
取
れ
る
「
も
み

殻
く
ん
炭
ボ
イ

ラ
ー
」
を
岩
手
県

の
業
者
と
共
同
開

発
し
て
い
た
。
設

備
投
資
が
比
較
的

安
価
で
あ
り
、
当

市
に
お
け
る
導
入

を
期
待
し
た
い
。

行政視察ってなに？
　行政視察とは、自治体の議員や職員がよりよい市政運営のために、先進的な取組を行って
いる他の自治体などを訪問し、その事例や実情を調査・研究する活動のことです。
　横手市議会の場合は、委員会ごとに分かれて実施しており、より専門的な分野ごとに先進
事例を学び、その調査内容を横手市の行政サービスの向上や施策の立案などの際に役立てて
います。

先
進
地
か
ら
学
ぶ (

行
政
視
察
報
告
）

行政視察報告の
詳細はこちらから

あなたと市議会　第85号　2025.11.1 16あなたと市議会　第85号　2025.11.117

一般質問・先進地から学ぶ先進地から学ぶ

※

１

※
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※1…秋田県議会では、「水利施設管理強化事業費補助金」と「渇水対策応急対策事業費補助金」に係る補正予算が10月３日に可決されました。
※2…横手市議会では、渇水対策事業経費が盛り込まれた補正予算が９月19日に可決されました。



視
察
を
終
え
て

産業建設常任委員会 ６月30日～７月２日

先
進
地
か
ら
学
ぶ (

行
政
視
察
報
告
）

持
続
可
能
な

　
　イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
を

新
潟
県
三
条
市

視
察
を
終
え
て

■
施
設
維
持
管
理
の
包
括
的
民
間
委
託

　
三
条
市
で
は
、
急
速
に
老
朽
化
が
進
む

多
数
の
イ
ン
フ
ラ
が
存
在
し
、
官
民
共
に

担
い
手
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今

ま
で
市
役
所
が
行
っ
て
い
た
道
路
や
公
園

な
ど
の
維
持
管
理
に
関
す
る
業
務
の
一
部

を
、
民
間
事
業
者
に
包
括
的
に
委
託
し
て

い
る
。

▼
民
間
に
と
っ
て
は
年
間
を
通
じ
て
計
画
を
立
て
ら

れ
、
採
用
面
を
含
め
て
企
業
の
育
成
に
も
繋
が
る

施
策
で
あ
っ
た
。

▼
個
別
の
工
事
ご
と
で

は
な
く
総
合
的
に
予

算
化
さ
れ
る
た
め
、

ず
れ
の
な
い
予
算
に

す
る
に
は
細
か
い
積

み
上
げ
と
実
績
の
正

確
な
把
握
が
求
め
ら

れ
る
。

▼
持
続
可
能
な
イ
ン
フ

ラ
の
維
持
管
理
に
は
、

官
民
の
よ
り
良
い
連

携
が
今
後
益
々
重
要

に
な
る
と
感
じ
た
。

問  

７
月
か
ら
の
水
不
足
対
策
の
内
容

と
対
象
期
間
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答  

６
月
以
降
の
少
雨
に
伴
う
農
業

用
水
不
足
へ
の
対
策
と
し
て
、
市
内
の

農
業
者
及
び
農
業
法
人
等
を
対
象
に
、

市
単
独
事
業
と
し
て
ポ
ン
プ
の
購
入
費

や
借
り
上
げ
料
な
ど
の
総
額
の
½
以
内

を
補
助
す
る
「
水
稲
渇
水
対
策
事
業
」

を
実
施
し
て
い
る
。
事
業
対
象
期
間
は

７
月
15
日
か
ら
９
月
５
日
ま
で
で
あ
る
。

問  

国
・
県
の
水
不
足
対
策
と
市
単

独
事
業
と
の
関
わ
り
は
ど
う
な
る
の
か
。

答  

現
在
県
で
も
井
戸
の
設
置
や
ポ

ン
プ
の
リ
ー
ス
及
び
購
入
費
、
燃
料
費

な
ど
、
農
業
用
水
の
確
保
対
策
に
係
る

経
費
の
支
援
事
業
に
つ
い
て
、
県
議
会

へ
の
提
案
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

国
事
業
は
、
土
地
改
良
区
や
水
利
組
合

を
対
象
に
、
農
業
用
水
確
保
対
策
に
係

る
経
費
の
½
を
補
助
す
る
も
の
で
あ
り
、

国
・
県
事
業
と
歩
調
を
合
わ
せ
る
形
で

補
正
予
算
の
追
加
提
案
を
予
定
し
て
い

る
。

問  

５
年
水
張
り
ル
ー
ル
と
連
作
障
害

の
防
止
対
策
等
の
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

答  

水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金

に
係
る
交
付
対
象
水
田
の
５
年
水
張
り

ル
ー
ル
は
、
国
の
制
度
改
正
に
よ
り
、

令
和
７
年
度
か
ら
連
作
障
害
回
避
の
取

組
を
行
っ
た
場
合
も
交
付
対
象
と
な
っ

た
。
取
組
の
内
容
に
つ
い
て
は
市
農
業

再
生
協
議
会
で
検
討
し
、
取
組
事
例
の

チ
ラ
シ
を
農
業
者
へ
周
知
し
て
い
る
。

ま
た
、
自
費
で
水
張
り
等
を
行
っ
た
農

業
者
が
不
利
益
を
被
る
こ
と
が
な
い
よ

う
、
国
に
対
応
を
求
め
て
い
く
。

農
業
振
興
施
策
等

　
　対
策
に
つ
い
て
伺
う

少雨によりひび割れが
発生した水田

鈴
木

　勝
雄
議
員

す
ず
き
　
か
つ
お

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

　
　 受
入
推
進
事
業
に
学
ぶ

新
潟
県
燕
市

■
産
学
官
金
連
携
で
行
う

   

「
つ
ば
め
産
学
協
創
ス
ク
エ
ア
事
業
」

「
公
益
社
団
法
人
つ
ば
め
い
と
」
が
市
か

ら
委
託
を
受
け
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

し
て
学
生
・
大
学
と
燕
市
内
企
業
を
繋

ぎ
、
こ
こ
で
し
か
で
き
な
い
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
の
提
案
を
し
て
い
る
。

▼
市
の
委
託
料
で
企
業
の
有
志
が
設
立
し
た
公
益

社
団
法
人
が
運
営
。
行
政
の
人
手
不
足
が
進
行

す
る
中
で
、
こ
の
よ

う
な
外
部
委
託
は
非

常
に
有
効
で
あ
る
。

▼
地
元
企
業
か
ら
の
寄

付
金
で
建
設
し
た
、

学
生
が
滞
在
で
き
る
簡

易
宿
泊
施
設
を
軸
と

し
た
ま
ち
づ
く
り
が
民

間
の
力
で
行
わ
れ
て
い

る
。
ま
ち
づ
く
り
に
は
、

行
政
か
ら
補
助
金
が

あ
り
、
官
民
連
携
と
し

て
理
想
的
だ
と
感
じ
た
。

産業建設常任委員会 ６月30日～７月２日

次
世
代
農
業
推
進

　
　
　 拠
点
施
設
の
取
組
は

新
潟
県
長
岡
市

視
察
を
終
え
て

■
ス
マ
ー
ト
ア
グ
リ
長
岡
の
取
組

　
農
業
の
労
働
力
不
足
解
消
な
ど
の
た

め
、
ド
ロ
ー
ン
な
ど
の
ス
マ
ー
ト
農
機
を

体
験
で
き
る
拠
点
と
し
て
ス
マ
ー
ト
ア
グ

リ
長
岡
が
設
置
さ
れ
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど
を

活
用
し
、
環
境
負
荷
を
抑
え
て
高
品
質
な

作
物
を
栽
培
す
る
次
世
代
園
芸
施
設
等
も

整
備
さ
れ
て
い
る
。

▼
当
市
に
お
い
て
も
、
農
業
者
の
高
齢
化
、
担
い
手

不
足
は
大
き
な
問
題
で
あ
り
、
農
作
業
の
効
率
化

の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
。
ス
マ
ー
ト
農
機
体
験

施
設
の
整
備
ま
で
は

不
要
だ
が
、
農
家
・

非
農
家
問
わ
ず
、
ス

マ
ー
ト
農
機
に
触
れ

る
機
会
は
広
げ
て
い

く
べ
き
と
思
う
。

▼
ス
マ
ー
ト
農
機
導
入

の
際
、
重
要
と
な
る

の
は
昔
か
ら
農
業
を

し
て
い
る
方
た
ち
の

理
解
と
の
話
が
印
象

的
だ
っ
た
。

農
業
副
産
物
の

　
　
　 再
利
用
で
課
題
解
決

株
式
会
社
あ
か
り
テ
ッ
ク （
新
潟
県
見
附
市
）

視
察
を
終
え
て

■
も
み
殻
バ
イ
オ
事
業
に
つ
い
て

　
米
の
産
地
で
あ
れ
ば
ど
こ
で
も
処
理
の

問
題
を
抱
え
て
い
る
も
み
殻
を
専
用
の
ボ

イ
ラ
ー
で
焼
却
し
、
製
造
し
た
く
ん
炭
を

土
壌
改
良
剤
と
し
て
販
売
す
る
事
業
を
民

間
企
業
が
行
っ
て
い
る
。
農
業
法
人
と
の

協
力
体
制
を
構
築
し
、
黒
字
収
支
を
実
現

し
て
い
る
。

▼
大
き
な
施
設
を
建
設
す
る
の
で
は
な
く
、
小
規
模

な
施
設
を
各
地
に
建
て
る
べ
き
と
の
代
表
者
の
話

が
印
象
的
だ
っ
た
。

▼
農
家
に
紹
介
で

き
、
導
入
し
て
も

ら
い
や
す
く
採
算

が
取
れ
る
「
も
み

殻
く
ん
炭
ボ
イ

ラ
ー
」
を
岩
手
県

の
業
者
と
共
同
開

発
し
て
い
た
。
設

備
投
資
が
比
較
的

安
価
で
あ
り
、
当

市
に
お
け
る
導
入

を
期
待
し
た
い
。

行政視察ってなに？
　行政視察とは、自治体の議員や職員がよりよい市政運営のために、先進的な取組を行って
いる他の自治体などを訪問し、その事例や実情を調査・研究する活動のことです。
　横手市議会の場合は、委員会ごとに分かれて実施しており、より専門的な分野ごとに先進
事例を学び、その調査内容を横手市の行政サービスの向上や施策の立案などの際に役立てて
います。

先
進
地
か
ら
学
ぶ (

行
政
視
察
報
告
）

行政視察報告の
詳細はこちらから

あなたと市議会　第85号　2025.11.1 16あなたと市議会　第85号　2025.11.117

一般質問・先進地から学ぶ先進地から学ぶ

※

１

※

２

※1…秋田県議会では、「水利施設管理強化事業費補助金」と「渇水対策応急対策事業費補助金」に係る補正予算が10月３日に可決されました。
※2…横手市議会では、渇水対策事業経費が盛り込まれた補正予算が９月19日に可決されました。



議会だよりの一層の充実を図るとともに、開
かれた議会を目指すため、
｢横手市議会だよりモニター」を募集します
。

　議会だよりモニター会議の様子は９月22日の「もっと教えて！横手市議会」で放送しました。
放送内容は横手市議会ホームページからお聴きいただけます。

産業建設常任委員会行政視察（6月30日～2日、新潟県燕市、三条市、
長岡市、見附市）【P16・17】
厚生常任委員会行政視察（～4日、奈良県生駒市、大阪府大東市）
【P18】
広報分科会
大森浄化センター整備事業に関する調査特別委員会
北上市・西和賀町・横手市議会議員研修交流会（北上市）
厚生常任委員会協議会、大森浄化センター整備事業に関する調査特別
委員会、福島県田村市議会行政視察受け入れ
秋田県市議会議長会定例会（男鹿市、～18日）
議会だよりモニター会議【P19】
山梨県都留市議会行政視察受け入れ
全員協議会（行政課題説明会）
2025日本国際博覧会（大阪・関西万博）Resolution of LOCAL JAPAN展
KAMAKURA&SAKE～水が織りなす日本の美～オープニングセレモニー（大阪市）
佐賀県議会行政視察受け入れ
栃木県那須塩原市議会行政視察受け入れ

1日

2日

7日
11日
15日
16日

17日
22日
24日
25日
28日

29日
30日

７
月

大森浄化センター整備事業に関する調
査特別委員会
友好都市厚木市議会表敬訪問（～3日）
秋田県後期高齢者医療広域連合議会臨
時会（秋田市）、厚生常任委員会協議会
大森浄化センター整備事業に関する調
査特別委員会
正副委員長会議、議会運営委員会、全員
協議会（議案説明会、行政課題説明会）
静岡市議会行政視察受け入れ
議会改革推進会議
市議会９月定例会（～9月19日）【P2～16】
広報分科会

1日

2日
7日

12日

18日

19日
20日
22日
28日

８
月

議会運営委員会、会派代表者会議
全員協議会（議案説明会）、ICTプロ
ジェクトチーム会議
総務文教・厚生・産業建設常任委員
会（～10日）
正副委員長会議、議会運営委員会、
広報分科会
議会運営委員会、全員協議会（議案説明会）
広報分科会

2日
3日

9日

16日

17日
25日

９
月

横手市議会だよりモニター会議

議会の　　動き主な

　７月22日に議会だよりモニターの皆さん
と広報委員が集まり、議会だよりモニター
会議を開催しました。
　モニターの皆さんからは、読者の目線で
読みたくなる紙面にするためのいろいろな
ご提案をいただきました。

厚生常任委員会 ７月２日～４日

先
進
地
か
ら
学
ぶ (

行
政
視
察
報
告
）

民
間
主
導
の

　
　
　空
き
家
利
活
用
対
策

奈
良
県
生
駒
市

視
察
を
終
え
て

■
空
き
家
流
通
促
進
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

　
不
動
産
流
通
に
関
わ
る
専
門
業
者
と
空

き
家
情
報
を
持
つ
行
政
が
連
携
す
る
仕
組

み
を
構
築
し
、
「
い
こ
ま
空
き
家
流
通
促

進
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
」
を
運
営
し
て
い

る
。
運
営
は
仲
介
手
数
料
の
一
部
を
積
み

立
て
、
各
種
セ
ミ
ナ
ー
の
費
用
と
し
て
活

用
し
て
い
る
。

▼
当
市
で
も
民
間
事
業
者
と
連
携
し
な
が
ら
、
行
政

が
間
に
入
る
こ
と
で
所
有
者
が
安
心
感
を
持
っ
て

積
極
的
な
空
家
解
体
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
有

効
な
情
報
を
市
民

に
届
け
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。

▼
当
市
で
も
特
に

利
活
用
が
可
能
な

物
件
に
対
し
、
地

域
に
お
け
る
利
活

用
を
市
が
促
す
仕

組
み
が
必
要
と
感

じ
た
。

ひ
き
こ
も
り
支
援
の

　
　
　
　
　取
組
に
つ
い
て

奈
良
県
生
駒
市

視
察
を
終
え
て

■
い
こ
ま
る
相
談
窓
口
な
ど
の
取
組

　
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
体
制
づ
く
り

の
た
め
、
「
い
こ
ま
る
相
談
窓
口
」
を
設

置
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
事
業
連
携
協
定
を
締

結
し
、
24
時
間
３
６
５
日
相
談
で
き
る
無

料
・
匿
名
チ
ャ
ッ
ト
相
談
窓
口
を
設
置
し

て
い
る
。
ま
た
、
仮
想
空
間
に
お
け
る
相

談
会
も
実
施
し
て
い
る
。

▼
ひ
き
こ
も
り
支
援
に
つ
い
て
は
複
数
の
相
談
体
制

の
充
実
が
重
要
で
あ
り
、
継
続
し
た
支
援
と
官
民

一
体
と
な
っ
た
相
談
体
制
、
窓
口
の
土
日
開
設
も

必
要
と
感
じ
た
。

▼
ひ
き
こ
も
り
の

出
口
と
し
て
の
就

労
支
援
の
充
実
が

必
要
で
あ
り
、
当

事
者
が
経
済
的
に

自
立
で
き
る
よ
う

に
就
労
体
験
の
拡

充
も
重
要
と
感
じ

た
。

子
ど
も
・
子
育
て

　
　
　包
括
支
援
に
つ
い
て

大
阪
府
大
東
市

視
察
を
終
え
て

■
ネ
ウ
ボ
ラ
ン
ド
だ
い
と
う
の
取
組

　
大
東
市
で
は
、
平
成
30
年
か
ら
切
れ
目

の
な
い
子
ど
も
・
子
育
て
の
包
括
支
援
を

実
施
し
て
い
る
。
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て

に
関
す
る
情
報
提
供
窓
口
を
一
本
化
し
、

子
育
て
家
庭
を
適
切
な
機
関
に
つ
な
ぎ
、

ス
ム
ー
ズ
で
切
れ
目
の
な
い
相
談
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

▼
大
学
や
地
元
企
業
の
協
力
を
得
な
が
ら
地
元
密
着

の
姿
勢
が
見
え
る
と
こ
ろ
が
好
ま
し
く
感
じ
ら
れ

た
。

▼
保
健
師
か
ら
の
提
案

で
、
窓
口
か
ら
市
役
所

ら
し
さ
を
な
く
す
工

夫
が
行
わ
れ
て
い
た
。

▼
子
育
て
訪
問
事
業
の

実
施
や
妊
婦
の
産
前

産
後
期
間
に
お
け
る

心
身
・
経
済
的
負
担

を
軽
減
す
る
目
的
で

導
入
さ
れ
て
い
る
給

付
金
事
業
を
参
考
と

し
た
い
。

議員が伝えたい内容と
市民が求める内容に
ズレがあるのでは？

以前良いと伝えた一般
質問の見出しを設けた
ことで見やすくなった！

表紙が学生の絵な
ので、市民にとって
身近に感じられる

あなたと市議会　第85号　2025.11.1 18あなたと市議会　第85号　2025.11.119

先進地から学ぶぎかいトピックス



議会だよりの一層の充実を図るとともに、開
かれた議会を目指すため、
｢横手市議会だよりモニター」を募集します
。

　議会だよりモニター会議の様子は９月22日の「もっと教えて！横手市議会」で放送しました。
放送内容は横手市議会ホームページからお聴きいただけます。

産業建設常任委員会行政視察（6月30日～2日、新潟県燕市、三条市、
長岡市、見附市）【P16・17】
厚生常任委員会行政視察（～4日、奈良県生駒市、大阪府大東市）
【P18】
広報分科会
大森浄化センター整備事業に関する調査特別委員会
北上市・西和賀町・横手市議会議員研修交流会（北上市）
厚生常任委員会協議会、大森浄化センター整備事業に関する調査特別
委員会、福島県田村市議会行政視察受け入れ
秋田県市議会議長会定例会（男鹿市、～18日）
議会だよりモニター会議【P19】
山梨県都留市議会行政視察受け入れ
全員協議会（行政課題説明会）
2025日本国際博覧会（大阪・関西万博）Resolution of LOCAL JAPAN展
KAMAKURA&SAKE～水が織りなす日本の美～オープニングセレモニー（大阪市）
佐賀県議会行政視察受け入れ
栃木県那須塩原市議会行政視察受け入れ

1日

2日

7日
11日
15日
16日

17日
22日
24日
25日
28日

29日
30日

７
月

大森浄化センター整備事業に関する調
査特別委員会
友好都市厚木市議会表敬訪問（～3日）
秋田県後期高齢者医療広域連合議会臨
時会（秋田市）、厚生常任委員会協議会
大森浄化センター整備事業に関する調
査特別委員会
正副委員長会議、議会運営委員会、全員
協議会（議案説明会、行政課題説明会）
静岡市議会行政視察受け入れ
議会改革推進会議
市議会９月定例会（～9月19日）【P2～16】
広報分科会

1日

2日
7日

12日

18日

19日
20日
22日
28日

８
月

議会運営委員会、会派代表者会議
全員協議会（議案説明会）、ICTプロ
ジェクトチーム会議
総務文教・厚生・産業建設常任委員
会（～10日）
正副委員長会議、議会運営委員会、
広報分科会
議会運営委員会、全員協議会（議案説明会）
広報分科会

2日
3日

9日

16日

17日
25日

９
月

横手市議会だよりモニター会議

議会の　　動き主な

　７月22日に議会だよりモニターの皆さん
と広報委員が集まり、議会だよりモニター
会議を開催しました。
　モニターの皆さんからは、読者の目線で
読みたくなる紙面にするためのいろいろな
ご提案をいただきました。

厚生常任委員会 ７月２日～４日

先
進
地
か
ら
学
ぶ (

行
政
視
察
報
告
）

民
間
主
導
の

　
　
　空
き
家
利
活
用
対
策

奈
良
県
生
駒
市

視
察
を
終
え
て

■
空
き
家
流
通
促
進
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

　
不
動
産
流
通
に
関
わ
る
専
門
業
者
と
空

き
家
情
報
を
持
つ
行
政
が
連
携
す
る
仕
組

み
を
構
築
し
、
「
い
こ
ま
空
き
家
流
通
促

進
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
」
を
運
営
し
て
い

る
。
運
営
は
仲
介
手
数
料
の
一
部
を
積
み

立
て
、
各
種
セ
ミ
ナ
ー
の
費
用
と
し
て
活

用
し
て
い
る
。

▼
当
市
で
も
民
間
事
業
者
と
連
携
し
な
が
ら
、
行
政

が
間
に
入
る
こ
と
で
所
有
者
が
安
心
感
を
持
っ
て

積
極
的
な
空
家
解
体
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
有

効
な
情
報
を
市
民

に
届
け
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。

▼
当
市
で
も
特
に

利
活
用
が
可
能
な

物
件
に
対
し
、
地

域
に
お
け
る
利
活

用
を
市
が
促
す
仕

組
み
が
必
要
と
感

じ
た
。

ひ
き
こ
も
り
支
援
の

　
　
　
　
　取
組
に
つ
い
て

奈
良
県
生
駒
市

視
察
を
終
え
て

■
い
こ
ま
る
相
談
窓
口
な
ど
の
取
組

　
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
体
制
づ
く
り

の
た
め
、
「
い
こ
ま
る
相
談
窓
口
」
を
設

置
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
事
業
連
携
協
定
を
締

結
し
、
24
時
間
３
６
５
日
相
談
で
き
る
無

料
・
匿
名
チ
ャ
ッ
ト
相
談
窓
口
を
設
置
し

て
い
る
。
ま
た
、
仮
想
空
間
に
お
け
る
相

談
会
も
実
施
し
て
い
る
。

▼
ひ
き
こ
も
り
支
援
に
つ
い
て
は
複
数
の
相
談
体
制

の
充
実
が
重
要
で
あ
り
、
継
続
し
た
支
援
と
官
民

一
体
と
な
っ
た
相
談
体
制
、
窓
口
の
土
日
開
設
も

必
要
と
感
じ
た
。

▼
ひ
き
こ
も
り
の

出
口
と
し
て
の
就

労
支
援
の
充
実
が

必
要
で
あ
り
、
当

事
者
が
経
済
的
に

自
立
で
き
る
よ
う

に
就
労
体
験
の
拡

充
も
重
要
と
感
じ

た
。

子
ど
も
・
子
育
て

　
　
　包
括
支
援
に
つ
い
て

大
阪
府
大
東
市

視
察
を
終
え
て

■
ネ
ウ
ボ
ラ
ン
ド
だ
い
と
う
の
取
組

　
大
東
市
で
は
、
平
成
30
年
か
ら
切
れ
目

の
な
い
子
ど
も
・
子
育
て
の
包
括
支
援
を

実
施
し
て
い
る
。
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て

に
関
す
る
情
報
提
供
窓
口
を
一
本
化
し
、

子
育
て
家
庭
を
適
切
な
機
関
に
つ
な
ぎ
、

ス
ム
ー
ズ
で
切
れ
目
の
な
い
相
談
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

▼
大
学
や
地
元
企
業
の
協
力
を
得
な
が
ら
地
元
密
着

の
姿
勢
が
見
え
る
と
こ
ろ
が
好
ま
し
く
感
じ
ら
れ

た
。

▼
保
健
師
か
ら
の
提
案

で
、
窓
口
か
ら
市
役
所

ら
し
さ
を
な
く
す
工

夫
が
行
わ
れ
て
い
た
。

▼
子
育
て
訪
問
事
業
の

実
施
や
妊
婦
の
産
前

産
後
期
間
に
お
け
る

心
身
・
経
済
的
負
担

を
軽
減
す
る
目
的
で

導
入
さ
れ
て
い
る
給

付
金
事
業
を
参
考
と

し
た
い
。

議員が伝えたい内容と
市民が求める内容に
ズレがあるのでは？

以前良いと伝えた一般
質問の見出しを設けた
ことで見やすくなった！

表紙が学生の絵な
ので、市民にとって
身近に感じられる
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先進地から学ぶぎかいトピックス
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見
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す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

フ
ォ
ン
ト
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

　私たち増田高校陸上競技部は、現在1年生
９名、２年生４名の計13名で活動していま
す。部員数は少ないながらも、日々自己ベス
ト更新に向けて、チーム一丸でがんばってい
ます。顧問をはじめ、たくさんのコーチから
の指導のもと、練習に取り組めているので、
とても良い環境で練習できていることを実感
しています。
　現在はシーズン最後となる新人戦に向けて
切磋琢磨しながら練習に取り組んでいます。
これまでの成果を精一杯発揮できるようにが
んばってきます。
　また、陸上部の勝負所となる冬季期間も近

横手かまくらFMで市議会情報を知ろう!横手かまくらFMで市議会情報を知ろう!

棒高跳びの競技の様子

　横手市議会では、市議会の活動や取組を議員自らの声で紹介するＦＭ番組「もっと教えて！横手
市議会」を放送しています。
　また、各定例会開催時には、市長の所信説明や議員の一般質問の様子を放送するとともに、定
例会最終日や臨時会当日の夕方には、会議の結果もお知らせしています。ぜひお聴きください。

　今回の議会だ
よりは、このメン

バーの広報分科会でお届けする
最後の議会だよりとなります。
これまで読者の皆様や議会だよ
りモニターの方々に支えられ、
分かりやすく読みやすい紙面作
りに努めてきました。新体制で
もより親しみやすい広報誌を目
指していきますので、引き続き
よろしくお願いいたします。

（宮川　拓也）

次号（第86号）の発行は令和 7 年 12 月 1 日の予定です。次号発行日のお知らせ　

増田高等学校
陸上部

づいてきました。まだまだ私たちには足りな
いものが多いので、この冬に一人一人が体力、
筋力の向上に励み、妥協することなく、来
シーズンを迎え、さらなる自己ベスト更新に
むけてがんばりたいと思います。

増田高等学校陸上部 ２年 小野寺　琉晟

市議会ホームページで
過去の放送内容を
お聴きいただけます。

毎月第2・4月曜日　午前10時40分～
再放送：翌火曜日　午前 7時30分～

11/10　当選議員インタビュー（後編）
11/24　正副議長インタビュー

今後の放送予定

好評
放送中

広報広聴委員会  広報分科会編 集 後 記

お　 の  でら　　 りゅうせい

加
藤
　雄
太

委
員

土
田
百
合
子

委
員

林
　
　一
輝

副
分
科
会
長

宮
川
　拓
也

分
科
会
長

加
藤
　勝
義

委
員

寿
松
木
　孝

委
員

市議会の情報を
分かりやすく
お伝えします

番組パーソナリティ 佐藤 実園さん

タイムリーに情報発信中
ページへの

お待ちしています。

横手市議会だより

増田高等学校３年　髙橋　小雪さん
こ  ゆきたかはし

｢秋田県立増田高等学校創立１００周年｣

　伝統ある増田高校は、今年で創立100周
年を迎えます。これまでの歴史を紡いできた
先輩方や先生方、地域の皆さまに感謝し、そ
して生徒一人ひとりが新たな未来へ羽ばた
いていくことを願いながら、このポスターを
描きました。

作品のこだわりポイント！主な内容

85 令和７年11月１日号

９

一般質問　………………12
先進地から学ぶ　………16
ぎかいトピックス　……1９

　　　大森浄化センター整備事業に関する調査特別委員会…　2
定例会ピックアップ　…　5
委員会審査報告　………　6
令和６年度決算審査　…　7
委員会質問　……………10

特集

分かりにくい議会
用語が他にもござ
いましたら、議会
事務局までお知ら
せ願います。
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